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[A
bstract] 

“F
uryu（

風
流
）

”, also know
n as “F

uryu（
浮
立
） ” in K

yushu, is one of a traditional 

dances in Japan, especially in the area centered on the form
er H

izen Province in K
yusyu.

In H
izen P

rovince （
present-day S

aga prefecture and N
agasaki prefecture） , a lot of 

types of Furyu dances are inherited in m
any shrines and those are divided into nine types.

S
ix shrines in M

iyaki tow
n, M

iyaki county, S
aga prefecture, have inherited F

uryu 

nam
ed “G

yoretsu-furyu（
行
列
浮
立
）

”.

“G
yoretsu-furyu” is a procession m

odeled after the daim
yo’s procession held during 

the E
do period. It is thought that the procession w

as included in the festival around the 

m
id-1600s because of its splendid costum

es and equipm
ent.

T
oday, shrine parishioners paraded through the tow

n to the accom
panim

ent of som
e 

m
usical perform

ances. 

A
nalysis is based on the previous research as w

ell as docum
ents relating to tem

ples and 

shrines in the early m
odern era.

 

は
じ
め
に

全
国
的
に
風
流
と
称
さ
れ
る
民
俗
芸
能
が
継
承
さ
れ
て
い
る
中
、
北
部
九
州
地

方
、
特
に
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
福
岡
県
の
一
部
で
は
「
浮ふ

立り
ゅ
う

」
と
い
う
表
記
が
分

布
し
て
い
る
（
図
一
）。
旧
肥
前
国
に
属
す
る
佐
賀
県
で
は
特
に
、
県
内
民
俗
芸
能

の
約
七
割
が
浮
立
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
濃
密
に
分
布
し
て
お
り
、
九
州
地
方
に
多
い
神

楽
が
一
件 1

の
み
で
あ
る 2

点
が
特
徴
だ
。「
浮
立
」
と
い
う
字
は
人
や
神
の
心
が
浮

き
立
つ
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
、
お
よ
そ
九
種
類
の
芸
態
に
分
類
さ
れ
る
（
表

一
）。
ま
た
、
そ
の
分
布
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
本
論
で
主
に
扱
う
佐
賀
県
東
部
で

は
行
列
浮
立
や
鉦
浮
立
が
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
佐
賀
市
郡
を
中
心
と
し
た
地
域

に
は
天て
ん

月つ
き

と
呼
ば
れ
る
被
り
物
を
身
に
付
け
て
舞
う
天て
ん
つ
く衝
舞ま
い

浮
立
が
多
く
継
承
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
県
南
西
部
を
中
心
と
す
る
地
域
で
は
、
鬼
面
を
身
に
付
け
て
群
舞

要
　
約

　
現
在
の
佐
賀
県
、
長
崎
県
を
中
心
と
す
る
旧
肥
前
国
地
域
に
は
、
浮
立
と
称
さ
れ
る
民

俗
芸
能
が
多
数
分
布
し
て
い
る
。
全
国
的
に
は
風
流
と
表
記
さ
れ
、
祭
礼
を
華
や
か
に
彩

る
作
り
物
や
群
舞
が
特
徴
だ
。
浮
立
は
風
流
の
中
で
は
太
鼓
踊
り
に
分
類
さ
れ
、
更
に
九

種
類
ほ
ど
の
芸
態
に
分
け
ら
れ
る
。

　
佐
賀
県
東
部
で
は
、
特
に
行
列
浮
立
や
鉦
浮
立
と
称
さ
れ
る
も
の
が
多
数
見
ら
れ
る
。

行
列
浮
立
は
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
を
模
し
た
も
の
と
言
わ
れ
、
行
列
で
町
を
練
り
歩
く

形
態
を
と
る
。
先
行
研
究
で
は
類
似
し
た
芸
態
が
多
く
分
類
が
難
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
今
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

　
本
稿
で
扱
う
佐
賀
県
三
養
基
郡
み
や
き
町
に
は
肥
前
一
宮
で
あ
る
千ち

栗り
く

八
幡
宮
が
位
置

し
、
古
く
か
ら
軍
事
や
交
通
の
要
衝
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
現
在
は
町
内
の
六
社
に
浮
立

が
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
研
究
の
ほ
と
ん
ど
が
市
町
村
や
教
育
委
員
会
の
民
俗
芸
能

調
査
に
留
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
特
に
近
世
寺
社
史
料
を
中
心
に
、
当
町
の
浮
立
や
祭

礼
の
姿
と
、
そ
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
佐
賀
県
東
部
に
位
置
す
る
み
や
き
町
の
例
か
ら
、
当
地
域
に

お
け
る
浮
立
の
発
生
と
展
開
、
特
徴
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
み
や
き
町
は
近
世
を

通
じ
て
佐
賀
藩
に
属
し
て
お
り
、
現
在
は
肥
前
一
宮
の
千
栗
八
幡
宮
を
は
じ
め
と
す

る
町
内
六
社
に
て
浮
立
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
当
町
の
浮
立
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
の
芸
態
だ
け
で
は
な
く
浮
立
と
神

社
、
藩
政
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

第
一
章
　
み
や
き
町
の
概
要
と
沿
革

佐
賀
県
東
部
に
位
置
す
る
佐
賀
県
三み

や

き

養
基
郡
み
や
き
町
は
、

二
〇
〇
五
年
に
北
茂
安
町
、
中
原
町
、
三
根
町
が
合
併
し
た
こ
と

で
誕
生
し
た
、
総
面
積
五
一
・
八
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約

二
万
五
千
七
百
人 3

を
擁
す
る
町
で
あ
る
。
東
部
は
鳥
栖
市
、
南
部

は
福
岡
県
久
留
米
市
、
北
部
は
福
岡
県
筑
紫
郡
那
珂
川
町
、
西
部
は

上
峰
町
、
神
埼
市
、
吉
野
ヶ
里
町
に
隣
接
し
て
い
る 4

（
図
二
）。
当

町
の
北
部
は
脊
振
山
地
が
中
心
を
占
め
、
こ
こ
を
源
と
す
る
寒し
ょ
う
ず水

川

や
切
通
川
な
ど
の
河
川
は
、
丘
陵
地
帯
や
田
園
地
帯
を
横
切
っ
て
筑

後
川
へ
と
注
い
で
い
る 5

。
そ
の
た
め
、
中
部
に
至
る
と
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
未
満
の
丘
陵
地
や
段
丘
、
低
平
な
平
地
が
中
心
と
な
り
、
南
部

は
河
川
が
南
北
に
縦
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
灌
漑
や
排
水
、
交
通

路
、
飲
料
用
水
の
取
水
地
と
し
て
活
用
さ
れ
、
往
時
の
堀
が
数
多

く
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
特
に
低
平
な
地
が
多
い
南
部
は
、
古

く
か
ら
川
の
増
水
や
有
明
海
の
満
潮
に
よ
る
逆
流
水
に
よ
る
氾
濫
、

台
風
に
よ
る
風
水
害
が
多
い
地
域
で
あ
っ
た 6

。
そ
の
た
め
、
寛
永

年
間
（
一
六
二
四
〜
四
四
）
に
は
成
富
兵
庫
成
安
（
一
五
六
〇
〜

一
六
三
四
）
に
よ
っ
て
千
栗
土
居
が
築
か
れ
、
水
害
防
止
の
一
助
と

し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。

天
平
四
年
（
七
三
二
）
以
降
の
数
年
間
に
成
立
し
た 7

と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
肥

前
国
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
肥
前
国
に
は
東
か
ら
基き

い肄
郡
・
養
父
郡
・
三
根
郡
・
神

埼
郡
が
あ
り
、
三
根
郡
に
は
物
部
郷
・
米め

多た

郷
・
漢
部
郷
の
三
郷
を
含
む
六
郷
が

あ
っ
た 8

。
ま
た
、
承
平
年
間（
九
三
一
〜
九
三
八
）の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る『
和

名
類
聚
抄
』
に
は
、
千
栗
郷
・
物
部
郷
・
米
多
郷
・
財
部
郷
・
葛
木
郷
の
五
郷
が
記

図二 みやき町の位置(筆者作成) 

地理院地図 
URL: https://maps.gsi.go.jp/ 

図三 浮立が継承されているみやき町内の神社(筆者作成) 

地理院地図 
URL: https://maps.gsi.go.jp/ 

綾綾部部八八幡幡神神社社  

中中津津隈隈宝宝満満神神社社  

宇宇佐佐八八幡幡神神社社  

矢矢俣俣八八幡幡神神社社  

千千栗栗八八幡幡宮宮  

西西乃乃宮宮八八幡幡神神社社  

図二 みやき町の位置（筆者作成）

地理院地図　URL: https://maps.gsi.go.jp/
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す
る
面
浮
立
の
分
布
が
多
い
。

現
在
は
「
民
俗
芸
能
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
浮
立
だ
が
、
近
世
に
は
雨
乞
や
祈
祷
の

願
成
就
、
神
社
の
お
供
日
と
い
っ
た
祭
礼
の
中
で
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
元

来
は
民
俗
芸
能
と
い
う
よ
り
も
、
祈
祷
や
神
事
と
し
て
の
側
面
が
強
か
っ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
多
様
な
浮
立
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
民
俗
芸
能
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
再
考
す
る
端
緒
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図一 浮立分布図(筆者作成) 

 
地理院地図 
 URL: https://maps.gsi.go.jp/ 
 
表一 浮立の芸態(筆者作成) 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浮立の芸態 特徴 

行列浮立 江戸時代の大名行列を模したものが多く、行列で練り歩く形の浮立。 

道具を投げ合うといった曲芸的な要素も含まれることがある。 

舞浮立・踊浮立 演劇的要素が強く、舞や踊を中心とした浮立。 

演目が決まっており、それに応じた舞や踊を奉納する。 

面浮立 鬼の面を被り、面を被る人々は小太鼓を胸に掛け群舞を行う。 

主に鹿島市や佐賀県南西部で行われている。 

一声浮立 皮浮立・太鼓浮立とも。能を起源とすると考えられており、囃子や太鼓が中心の浮立

であることが多い。 

鉦浮立 鉦が中心で多数の鉦を使うことが特徴。舞や踊が含まれないもの。 

玄蕃一流(天衝舞)浮立 弘治 2 年(1556)に堀江神社の神職・山本玄蕃が始めたとされ、「天衝」と呼ばれる鍬

形の冠を舞手が身に付ける。 

獅子浮立 獅子舞が含まれる。獅子の顔が扁平なものを使う地域もあり、雌雄 2 匹の獅子が登

場することが多い。 

武士浮立 裃を身に付けるなど武士風の衣装で奉納される。現在継承されているのは唐津市厳

木町の広瀬浮立のみ。 

動物浮立 猿や猪など、獅子以外の動物が登場する演目が含まれている。 

表一　浮立の芸態（筆者作成）

浮立の芸態 特　　徴

行列浮立 江戸時代の大名行列を模したものが多く、行列で練り歩く形の浮立。
道具を投げ合うといった曲芸的な要素も含まれることがある。

舞浮立・踊浮立 演劇的要素が強く、舞や踊を中心とした浮立。
演目が決まっており、それに応じた舞や踊を奉納する。

面浮立 鬼の面を被り、面を被る人々は小太鼓を胸に掛け群舞を行う。
主に鹿島市や佐賀県南西部で行われている。

一声浮立 皮浮立・太鼓浮立とも。能を起源とすると考えられており、囃子や太鼓が中
心の浮立であることが多い。

鉦浮立 鉦が中心で多数の鉦を使うことが特徴。舞や踊が含まれないもの。

玄蕃一流（天衝舞）浮立 弘治 2年 (1556)に堀江神社の神職・山本玄蕃が始めたとされ、「天衝」と呼
ばれる鍬形の冠を舞手が身に付ける。

獅子浮立 獅子舞が含まれる。獅子の顔が扁平なものを使う地域もあり、雌雄 2匹の獅
子が登場することが多い。

武士浮立 裃を身に付けるなど武士風の衣装で奉納される。現在継承されているのは唐
津市厳木町の広瀬浮立のみ。

動物浮立 猿や猪など、獅子以外の動物が登場する演目が含まれている。

図一　浮立分布図（筆者作成）

地理院地図　URL: https://maps.gsi.go.jp/
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
佐
賀
県
東
部
に
位
置
す
る
み
や
き
町
の
例
か
ら
、
当
地
域
に

お
け
る
浮
立
の
発
生
と
展
開
、
特
徴
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
み
や
き
町
は
近
世
を

通
じ
て
佐
賀
藩
に
属
し
て
お
り
、
現
在
は
肥
前
一
宮
の
千
栗
八
幡
宮
を
は
じ
め
と
す

る
町
内
六
社
に
て
浮
立
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
当
町
の
浮
立
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
の
芸
態
だ
け
で
は
な
く
浮
立
と
神

社
、
藩
政
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

第
一
章
　
み
や
き
町
の
概
要
と
沿
革

佐
賀
県
東
部
に
位
置
す
る
佐
賀
県
三み

や

き

養
基
郡
み
や
き
町
は
、

二
〇
〇
五
年
に
北
茂
安
町
、
中
原
町
、
三
根
町
が
合
併
し
た
こ
と

で
誕
生
し
た
、
総
面
積
五
一
・
八
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約

二
万
五
千
七
百
人3

を
擁
す
る
町
で
あ
る
。
東
部
は
鳥
栖
市
、
南
部

は
福
岡
県
久
留
米
市
、
北
部
は
福
岡
県
筑
紫
郡
那
珂
川
町
、
西
部
は

上
峰
町
、
神
埼
市
、
吉
野
ヶ
里
町
に
隣
接
し
て
い
る4

（
図
二
）。
当

町
の
北
部
は
脊
振
山
地
が
中
心
を
占
め
、
こ
こ
を
源
と
す
る
寒し
ょ
う
ず水

川

や
切
通
川
な
ど
の
河
川
は
、
丘
陵
地
帯
や
田
園
地
帯
を
横
切
っ
て
筑

後
川
へ
と
注
い
で
い
る5

。
そ
の
た
め
、
中
部
に
至
る
と
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
未
満
の
丘
陵
地
や
段
丘
、
低
平
な
平
地
が
中
心
と
な
り
、
南
部

は
河
川
が
南
北
に
縦
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
灌
漑
や
排
水
、
交
通

路
、
飲
料
用
水
の
取
水
地
と
し
て
活
用
さ
れ
、
往
時
の
堀
が
数
多

く
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
特
に
低
平
な
地
が
多
い
南
部
は
、
古

く
か
ら
川
の
増
水
や
有
明
海
の
満
潮
に
よ
る
逆
流
水
に
よ
る
氾
濫
、

台
風
に
よ
る
風
水
害
が
多
い
地
域
で
あ
っ
た6

。
そ
の
た
め
、
寛
永

年
間
（
一
六
二
四
〜
四
四
）
に
は
成
富
兵
庫
成
安
（
一
五
六
〇
〜

一
六
三
四
）
に
よ
っ
て
千
栗
土
居
が
築
か
れ
、
水
害
防
止
の
一
助
と

し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。

天
平
四
年
（
七
三
二
）
以
降
の
数
年
間
に
成
立
し
た7

と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
肥

前
国
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
肥
前
国
に
は
東
か
ら
基き

い肄
郡
・
養
父
郡
・
三
根
郡
・
神

埼
郡
が
あ
り
、
三
根
郡
に
は
物
部
郷
・
米め

多た

郷
・
漢
部
郷
の
三
郷
を
含
む
六
郷
が

あ
っ
た8

。
ま
た
、
承
平
年
間（
九
三
一
〜
九
三
八
）の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る『
和

名
類
聚
抄
』
に
は
、
千
栗
郷
・
物
部
郷
・
米
多
郷
・
財
部
郷
・
葛
木
郷
の
五
郷
が
記

図二 みやき町の位置(筆者作成)

地理院地図
URL: https://maps.gsi.go.jp/

図三 浮立が継承されているみやき町内の神社(筆者作成)

地理院地図
URL: https://maps.gsi.go.jp/

綾綾部部八八幡幡神神社社 

中中津津隈隈宝宝満満神神社社 

宇宇佐佐八八幡幡神神社社 

矢矢俣俣八八幡幡神神社社 

千千栗栗八八幡幡宮宮 

西西乃乃宮宮八八幡幡神神社社 

図二みやき町の位置（筆者作成）

地理院地図　URL: https://maps.gsi.go.jp/
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す
る
面
浮
立
の
分
布
が
多
い
。

現
在
は
「
民
俗
芸
能
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
浮
立
だ
が
、
近
世
に
は
雨
乞
や
祈
祷
の

願
成
就
、
神
社
の
お
供
日
と
い
っ
た
祭
礼
の
中
で
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
元

来
は
民
俗
芸
能
と
い
う
よ
り
も
、
祈
祷
や
神
事
と
し
て
の
側
面
が
強
か
っ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
多
様
な
浮
立
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
民
俗
芸
能
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
再
考
す
る
端
緒
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図一 浮立分布図(筆者作成)

地理院地図
URL: https://maps.gsi.go.jp/

表一 浮立の芸態(筆者作成)

浮立の芸態 特徴

行列浮立 江戸時代の大名行列を模したものが多く、行列で練り歩く形の浮立。

道具を投げ合うといった曲芸的な要素も含まれることがある。

舞浮立・踊浮立 演劇的要素が強く、舞や踊を中心とした浮立。

演目が決まっており、それに応じた舞や踊を奉納する。

面浮立 鬼の面を被り、面を被る人々は小太鼓を胸に掛け群舞を行う。

主に鹿島市や佐賀県南西部で行われている。

一声浮立 皮浮立・太鼓浮立とも。能を起源とすると考えられており、囃子や太鼓が中心の浮立

であることが多い。

鉦浮立 鉦が中心で多数の鉦を使うことが特徴。舞や踊が含まれないもの。

玄蕃一流(天衝舞)浮立 弘治 2 年(1556)に堀江神社の神職・山本玄蕃が始めたとされ、「天衝」と呼ばれる鍬

形の冠を舞手が身に付ける。

獅子浮立 獅子舞が含まれる。獅子の顔が扁平なものを使う地域もあり、雌雄 2 匹の獅子が登

場することが多い。

武士浮立 裃を身に付けるなど武士風の衣装で奉納される。現在継承されているのは唐津市厳

木町の広瀬浮立のみ。

動物浮立 猿や猪など、獅子以外の動物が登場する演目が含まれている。

表一　浮立の芸態（筆者作成）
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一声浮立 皮浮立・太鼓浮立とも。能を起源とすると考えられており、囃子や太鼓が中
心の浮立であることが多い。

鉦浮立 鉦が中心で多数の鉦を使うことが特徴。舞や踊が含まれないもの。

玄蕃一流（天衝舞）浮立 弘治 2年 (1556)に堀江神社の神職・山本玄蕃が始めたとされ、「天衝」と呼
ばれる鍬形の冠を舞手が身に付ける。

獅子浮立 獅子舞が含まれる。獅子の顔が扁平なものを使う地域もあり、雌雄 2匹の獅
子が登場することが多い。

武士浮立 裃を身に付けるなど武士風の衣装で奉納される。現在継承されているのは唐
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図一　浮立分布図（筆者作成）

地理院地図　URL: https://maps.gsi.go.jp/
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を
武
士
に
与
え
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る 22

。
当
初
は
一
年
を
期
限
と
し
、
文
和

元
年
（
一
三
五
二
）
に
始
め
ら
れ
た
が
、
全
国
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
無
期
限
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
半
済
を
与
え
ら
れ
た
武
士
た
ち
は
、
寺
社
領
な
ど
を
侵

害
し
て
い
っ
た 23

。
各
寺
社
は
、
領
地
か
ら
の
収
益
が
折
半
に
な
る
だ
け
で
は
な

く
、
知
行
す
る
も
う
半
分
の
領
地
ま
で
も
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
探
題

に
訴
え
て
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た 24

。
光
浄
寺
の
場
合
は
、
少
な
く
と
も
応
安
六
年

（
一
三
七
三
）
以
降
は
半
済
に
よ
る
寺
領
侵
害
が
行
わ
れ
、
当
時
の
九
州
探
題
・
今

川
了
俊
（
一
三
二
六
〜
一
四
二
〇
）
へ
訴
え
ら
れ
た 25

。
ま
た
、
了
俊
は
脊
振
山
東

門
寺
領
に
お
い
て
も
、
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
に
半
済
を
禁
じ
て
い
る 26

。
し
か
し
、

享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
に
東
門
寺
宗
徒
が
半
済
の
撤
廃
を
願
い
出
た
際
に
、
当
時

肥
前
に
ま
で
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
周
防
大
内
氏
の
奉
行
は
「
半
済
の
事
は
惣
国
の

御
準
據
た
る
の
条
、
先
ず
以
て
申
す
に
は
及
ば
ず
候 27

」
と
書
き
与
え
て
い
る
。
つ

ま
り
、
領
国
内
全
土
で
半
済
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
廃
止
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
い
う
の
だ
。
そ
の
た
め
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
「
お
そ
ら
く
最
早
、
半
済
を
行
な

う
必
要
の
な
い
ま
で
に
、
そ
れ
ら
の
荘
園
は
武
士
の
侵
略
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
ろ

う 28

」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
戦
国
期
に
は
、
肥
前
龍
造
寺
氏
の
勢
力
拡
大
や
豊
前
大
友
氏
と
の
争
乱
な

ど
に
よ
り
、
肥
前
を
は
じ
め
九
州
で
戦
乱
が
続
い
た
。
そ
の
中
で
、
龍
造
寺
氏
の
重

臣
で
あ
っ
た
鍋
島
直
茂
は
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に
龍
造
寺
氏
の
領
国
支
配

を
委
任
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
に
豊
臣
秀
吉
が
九
州
平
定

と
国
割
を
行
っ
た
こ
と
で
、
龍
造
寺
佐
賀
藩
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
龍
造
寺
政
家

と
高
房
が
死
去
し
た
こ
と
に
よ
り
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
佐
賀
鍋
島
藩
が

成
立
し
、
養
父
地
方
の
一
部
と
三
根
・
神
埼
・
佐
賀
・
小
城
・
西
松
浦
・
杵
島
・
藤

津
の
各
郡
を
幕
末
ま
で
領
有
し
た
。

江
戸
時
代
の
現
み
や
き
町
域
は
佐
賀
本
藩
の
三
根
郡
に
属
し
、
六
郷
四
八
ヶ
村
に

分
け
ら
れ
統
治
さ
れ
た 29

。
寛
政
期（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）と
享
和
期（
一
八
〇
一

〜
一
八
〇
四
）
を
始
め
と
す
る
多
く
の
郷
村
帳
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る 30

。綾
部
郷 

  

十
ヶ
村　

香
田
、
蓑
原
、
姫
方
、
綾
部
、
原
古
賀
、
寒
水
、
高
柳
、
屋

形
原
、
船
石
、
堤

千
栗
郷　

 

九
ヶ
村　

千
栗
、
石
貝
、
白
壁
、
豆
津
、
大
島
、
江
口
、
東
尾
、
西
尾

坊
所
郷　

 

九
ヶ
村　

中
津
隈
、
板
部
、
下
津
毛
、
坊
所
、
前
牟
田
、
米
多
、
寺

家
、
市
橋
、
江
越

西
島
郷　

 

五
ヶ
村　

江
迎
、
九
町
分
、
田
島
、
田
中
、
西
島

矢
俣
郷　

 

五
ヶ
村　

天
建
寺
、
南
島
、
浜
田
、
納
江
、
坂
口

下
村
郷　

 

十
ヶ
村　

市
武
、
江
見
、
寄
人
、
続
命
院
、
和
泉
、
大
坂
間
、
東
津
、

松
枝
、
向
島

た
だ
、
隣
接
す
る
養
父
郡
と
見
な
さ
れ
る
地
域
も
あ
り
、
明
治
に
は
綾
部
郷
、
千

栗
郷
、
坊
所
郷
の
一
部
が
養
父
郡
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
二
二
年（
一
八
八
九
）

の
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
中
原
村
、
北
茂
安
村
、
南
成
安
村
、
三
川
村
の
四
町
が

発
足
し
、
そ
の
後
昭
和
三
〇
年 （
一
九
五
五
）
に
、
南
成
安
村
と
三
川
村
が
合
併

し
て
三
根
村
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
、
三
田
川
村

（
現
吉
野
ヶ
里
町
）
か
ら
南
里
ヶ
里
地
区
が
編
入
さ
れ
た
。
更
に
、
昭
和
三
七
年

（
一
九
六
二
）
に
三
根
村
、
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
に
北
成
安
村
、
昭
和
四
六

年
（
一
九
七
一
）
に
中
原
村
に
て
町
制
が
施
行
さ
れ
、
三
根
町
、
北
茂
安
町
、
中
原

町
が
誕
生
し
た 31

。
そ
の
後
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
三
根
町
、
北
茂
安
町
、

中
原
町
が
合
併
し
、
現
在
の
み
や
き
町
と
な
っ
た 32

。
こ
の
よ
う
に
、
元
来
は
主
に

三
根
郡
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
地
域
は
、
明
治
や
昭
和
の
町
村
制
を
経
て
分
割
・
統

合
さ
れ
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
み
や
き
町
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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さ
れ 9

、
同
書
の
五
郷
と 

『
肥
前
国
風
土
記
』
に
登
場
す
る
漢
部
郷
を
併
せ
る
と
六
郷

と
な
る
。
ま
た
、『
肥
前
国
風
土
記
』
に
は
漢
部
郷
の
地
名
の
由
来
と
し
て
、
来
目

皇
子
が
新
羅
を
征
伐
す
る
た
め
の
兵
器
を
作
ら
せ
た
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
話
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
旧
中
原
町
綾
部
地
区
（
現
み
や
き
町
原
古
賀
）

の
東
北
に
位
置
す
る
香
田
遺
跡
に
て
、
鍛
冶
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る 10

。
ま
た
、

三
根
郡
で
は
平
安
時
代
よ
り
宇
佐
八
幡
宮
を
始
め
と
す
る
荘
園
が
設
置
さ
れ
、
各
地

に
神
社
の
勧
請
が
行
わ
れ
た
。

鎌
倉
時
代
に
は
荘
園
の
解
体
が
進
み
、
文
永
・
弘
安
の
役
（
一
二
七
四
年
（
文
永

十
一
）
と
一
二
八
一
年
（
弘
安
四
））、
い
わ
ゆ
る
元
寇
が
勃
発
し
た
。
特
に
戦
地
と

な
っ
た
北
部
九
州
地
方
で
は
、
元
軍
と
の
交
戦
に
備
え
て
沿
岸
の
警
固
や
防
塁
の
築

造
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、「
神
風
」
が
元
寇
の
勝
利
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
信
仰
は

神
功
皇
后
の
三
韓
説
話
と
結
び
付
き
、「
異
国
降
伏
の
神
」
と
し
て
の
八
幡
信
仰
が

流
行
し
た 11

。
特
に
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
か
ら
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
頃
に

成
立
し
た
『
八
幡
愚
童
訓
』
に
は
、
筑
前
筥
崎
宮
や
筑
後
高
良
社
な
ど
と
共
に
、
肥

前
河
上
社
（
現
佐
賀
市
大
和
町
大
字
川
上
の
與よ

ど止
日ひ

め女
神
社
）
が
登
場
す
る
。
こ
の

よ
う
な
八
幡
説
話
の
成
立
は
、
八
幡
神
と
そ
の
母
・
神
功
皇
后
、
妹
・
玉
依
毘
売
、

神
功
皇
后
に
力
を
貸
し
た
高
良
玉
垂
神
と
い
っ
た
神
々
の
権
威
を
高
め
る
と
共
に
、

そ
れ
ら
の
神
々
を
祀
る
各
寺
社
の
崇
敬
へ
と
繋
が
っ
た
だ
ろ
う 12

。
ま
た
、
建
徳
元

年
（
一
三
七
〇
）
に
制
作
さ
れ
た
大
善
寺
玉
垂
宮
所
蔵
の
「
絹
本
著
色
玉
垂
宮
縁

起
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
、
二
幅
）、
室
町
期
に
制
作
さ
れ
た
高
良
社
所
蔵
の
「
絹

本
著
色
高
良
大
社
縁
起
」（
福
岡
県
指
定
文
化
財
、
二
幅
）、
戦
国
末
期
に
制
作
さ
れ

た
千
栗
八
幡
宮
所
蔵
の
「
千
栗
八
幡
宮
縁
起
絵
」（
佐
賀
県
指
定
重
要
文
化
財
、
二

幅
）
は
い
ず
れ
も
二
幅
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
幅
に
は
「
神
功
皇
后
三
韓
征
伐
」

の
故
事
が
描
か
れ
て
い
る 13

。
ま
た
、
他
の
一
幅
に
は
神
社
境
内
や
八
幡
信
仰
に
基

づ
く
縁
起
な
ど
が
描
か
れ
、
高
良
玉
垂
宮
―
大
善
寺
玉
垂
宮
―
千
栗
八
幡
宮
と
い
う

縁
起
の
系
譜
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 14

。
ま
た
、
こ
の
系
譜
に
つ
い
て
『
北
茂
安
町
史
』

で
は
、「
一
四
世
紀
前
半
以
降
の
八
幡
信
仰
は
、
地
域
を
超
え
た
共
通
の
基
盤
を
持
っ

て
い
た 15

」
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
に
よ
り
、
千
栗
八
幡
宮

が
位
置
す
る
現
み
や
き
町
周
辺
に
お
い
て
も
、
同
様
の
信
仰
が
共
有
さ
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

南
北
朝
期
は
、
観
応
の
擾
乱
に
よ
り
混
乱
し
た
時
代
と
な
っ
た
。
一
三
三
〇
年
代

後
半
か
ら
四
〇
年
代
は
探
題
一
色
氏
と
征
西
将
軍
方
の
菊
池
氏
の
対
立
が
中
心
と
な

り
、
五
〇
年
代
前
半
は
足
利
尊
氏
の
長
子
・
直
冬
が
少
弐
氏
と
共
に
こ
の
対
立
に
加

わ
っ
た
こ
と
で
、
三
巴
の
対
立
と
な
っ
た
。
ま
た
、
直
冬
が
九
州
を
出
た
後
、
五
〇

年
代
中
頃
は
菊
池
氏
と
少
弐
氏
が
協
力
し
て
一
色
氏
を
九
州
か
ら
放
逐
し
た
が
、
そ

の
後
袂
を
分
か
ち
、
筑
後
川
の
戦
い
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
決
戦
で
の
勝
利

に
よ
り
征
西
将
軍
方
は
大
宰
府
を
押
さ
え
、
六
〇
年
代
は
南
朝
側
が
優
勢
と
な
っ

た 16

。ま
た
、『
九
州
治
乱
記
』
に
は
、
建
武
三
年
（
一
三
三
五
）
に
多
々
良
浜
で
の
菊

池
氏
（
南
朝
方
）
と
の
争
い
で
勝
利
を
収
め
た
足
利
尊
氏
が
、
九
州
の
宮
方
に
対

す
る
守
護
を
目
的
に
、
綾
部
城
と
千
栗
城
に
兵
を
置
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る 17

。

こ
の
記
述
か
ら
、
南
朝
方
の
勢
力
を
抑
え
る
一
つ
の
軍
事
拠
点
と
し
て
、
博
多
に
近

い
綾
部
城 18

や
、
筑
後
川
沿
い
の
千
栗
城 19

が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ

う
。
ま
た
、
南
北
朝
時
代
の
勢
力
は
、
一
色
氏
か
ら
足
利
直
冬
、
そ
し
て
征
西
将
軍

方
へ
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
し
た
た
め
、
在
地
武
士
た
ち
の
安
定
し
た
所
領
経
営
は

困
難
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る 20

。

そ
し
て
室
町
時
代
に
は
、
肥
前
の
在
地
武
士
が
半は
ん
ぜ
い済
に
よ
り
寺
社
領
を
侵
害
し

た
こ
と
が
、
み
や
き
町
西
島
の
光
浄
寺
所
蔵
文
書 21

か
ら
分
か
っ
て
い
る
。
半
済
と

は
室
町
時
代
の
兵
糧
米
を
現
地
調
達
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
、
内
乱
に
よ
る
軍
費

を
調
達
す
る
た
め
に
、
室
町
幕
府
が
寺
社
・
本
所
領
家
・
国
衙
領
の
年
貢
の
半
分
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を
武
士
に
与
え
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る 22

。
当
初
は
一
年
を
期
限
と
し
、
文
和

元
年
（
一
三
五
二
）
に
始
め
ら
れ
た
が
、
全
国
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
無
期
限
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
半
済
を
与
え
ら
れ
た
武
士
た
ち
は
、
寺
社
領
な
ど
を
侵

害
し
て
い
っ
た 23

。
各
寺
社
は
、
領
地
か
ら
の
収
益
が
折
半
に
な
る
だ
け
で
は
な

く
、
知
行
す
る
も
う
半
分
の
領
地
ま
で
も
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
探
題

に
訴
え
て
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た 24

。
光
浄
寺
の
場
合
は
、
少
な
く
と
も
応
安
六
年

（
一
三
七
三
）
以
降
は
半
済
に
よ
る
寺
領
侵
害
が
行
わ
れ
、
当
時
の
九
州
探
題
・
今

川
了
俊
（
一
三
二
六
〜
一
四
二
〇
）
へ
訴
え
ら
れ
た 25

。
ま
た
、
了
俊
は
脊
振
山
東

門
寺
領
に
お
い
て
も
、
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
に
半
済
を
禁
じ
て
い
る 26

。
し
か
し
、

享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
に
東
門
寺
宗
徒
が
半
済
の
撤
廃
を
願
い
出
た
際
に
、
当
時

肥
前
に
ま
で
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
周
防
大
内
氏
の
奉
行
は
「
半
済
の
事
は
惣
国
の

御
準
據
た
る
の
条
、
先
ず
以
て
申
す
に
は
及
ば
ず
候 27

」
と
書
き
与
え
て
い
る
。
つ

ま
り
、
領
国
内
全
土
で
半
済
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
廃
止
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
い
う
の
だ
。
そ
の
た
め
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
「
お
そ
ら
く
最
早
、
半
済
を
行
な

う
必
要
の
な
い
ま
で
に
、
そ
れ
ら
の
荘
園
は
武
士
の
侵
略
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
ろ

う 28

」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
戦
国
期
に
は
、
肥
前
龍
造
寺
氏
の
勢
力
拡
大
や
豊
前
大
友
氏
と
の
争
乱
な

ど
に
よ
り
、
肥
前
を
は
じ
め
九
州
で
戦
乱
が
続
い
た
。
そ
の
中
で
、
龍
造
寺
氏
の
重

臣
で
あ
っ
た
鍋
島
直
茂
は
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に
龍
造
寺
氏
の
領
国
支
配

を
委
任
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
に
豊
臣
秀
吉
が
九
州
平
定

と
国
割
を
行
っ
た
こ
と
で
、
龍
造
寺
佐
賀
藩
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
龍
造
寺
政
家

と
高
房
が
死
去
し
た
こ
と
に
よ
り
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
佐
賀
鍋
島
藩
が

成
立
し
、
養
父
地
方
の
一
部
と
三
根
・
神
埼
・
佐
賀
・
小
城
・
西
松
浦
・
杵
島
・
藤

津
の
各
郡
を
幕
末
ま
で
領
有
し
た
。

江
戸
時
代
の
現
み
や
き
町
域
は
佐
賀
本
藩
の
三
根
郡
に
属
し
、
六
郷
四
八
ヶ
村
に

分
け
ら
れ
統
治
さ
れ
た 29

。
寛
政
期（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）と
享
和
期（
一
八
〇
一

〜
一
八
〇
四
）
を
始
め
と
す
る
多
く
の
郷
村
帳
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る 30

。綾
部
郷 

  

十
ヶ
村　

香
田
、
蓑
原
、
姫
方
、
綾
部
、
原
古
賀
、
寒
水
、
高
柳
、
屋

形
原
、
船
石
、
堤

千
栗
郷　

 

九
ヶ
村　

千
栗
、
石
貝
、
白
壁
、
豆
津
、
大
島
、
江
口
、
東
尾
、
西
尾

坊
所
郷　

 

九
ヶ
村　

中
津
隈
、
板
部
、
下
津
毛
、
坊
所
、
前
牟
田
、
米
多
、
寺

家
、
市
橋
、
江
越

西
島
郷　

 

五
ヶ
村　

江
迎
、
九
町
分
、
田
島
、
田
中
、
西
島

矢
俣
郷　

 

五
ヶ
村　

天
建
寺
、
南
島
、
浜
田
、
納
江
、
坂
口

下
村
郷　

 

十
ヶ
村　

市
武
、
江
見
、
寄
人
、
続
命
院
、
和
泉
、
大
坂
間
、
東
津
、

松
枝
、
向
島

た
だ
、
隣
接
す
る
養
父
郡
と
見
な
さ
れ
る
地
域
も
あ
り
、
明
治
に
は
綾
部
郷
、
千

栗
郷
、
坊
所
郷
の
一
部
が
養
父
郡
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
二
二
年（
一
八
八
九
）

の
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
中
原
村
、
北
茂
安
村
、
南
成
安
村
、
三
川
村
の
四
町
が

発
足
し
、
そ
の
後
昭
和
三
〇
年 （
一
九
五
五
）
に
、
南
成
安
村
と
三
川
村
が
合
併

し
て
三
根
村
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
、
三
田
川
村

（
現
吉
野
ヶ
里
町
）
か
ら
南
里
ヶ
里
地
区
が
編
入
さ
れ
た
。
更
に
、
昭
和
三
七
年

（
一
九
六
二
）
に
三
根
村
、
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
に
北
成
安
村
、
昭
和
四
六

年
（
一
九
七
一
）
に
中
原
村
に
て
町
制
が
施
行
さ
れ
、
三
根
町
、
北
茂
安
町
、
中
原

町
が
誕
生
し
た 31

。
そ
の
後
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
三
根
町
、
北
茂
安
町
、

中
原
町
が
合
併
し
、
現
在
の
み
や
き
町
と
な
っ
た 32

。
こ
の
よ
う
に
、
元
来
は
主
に

三
根
郡
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
地
域
は
、
明
治
や
昭
和
の
町
村
制
を
経
て
分
割
・
統

合
さ
れ
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
み
や
き
町
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

佐賀県東部の浮立と祭礼──三養基郡みやき町を例として
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さ
れ 9

、
同
書
の
五
郷
と 

『
肥
前
国
風
土
記
』
に
登
場
す
る
漢
部
郷
を
併
せ
る
と
六
郷

と
な
る
。
ま
た
、『
肥
前
国
風
土
記
』
に
は
漢
部
郷
の
地
名
の
由
来
と
し
て
、
来
目

皇
子
が
新
羅
を
征
伐
す
る
た
め
の
兵
器
を
作
ら
せ
た
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
話
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
旧
中
原
町
綾
部
地
区
（
現
み
や
き
町
原
古
賀
）

の
東
北
に
位
置
す
る
香
田
遺
跡
に
て
、
鍛
冶
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る 10

。
ま
た
、

三
根
郡
で
は
平
安
時
代
よ
り
宇
佐
八
幡
宮
を
始
め
と
す
る
荘
園
が
設
置
さ
れ
、
各
地

に
神
社
の
勧
請
が
行
わ
れ
た
。

鎌
倉
時
代
に
は
荘
園
の
解
体
が
進
み
、
文
永
・
弘
安
の
役
（
一
二
七
四
年
（
文
永

十
一
）
と
一
二
八
一
年
（
弘
安
四
））、
い
わ
ゆ
る
元
寇
が
勃
発
し
た
。
特
に
戦
地
と

な
っ
た
北
部
九
州
地
方
で
は
、
元
軍
と
の
交
戦
に
備
え
て
沿
岸
の
警
固
や
防
塁
の
築

造
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、「
神
風
」
が
元
寇
の
勝
利
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
信
仰
は

神
功
皇
后
の
三
韓
説
話
と
結
び
付
き
、「
異
国
降
伏
の
神
」
と
し
て
の
八
幡
信
仰
が

流
行
し
た 11

。
特
に
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
か
ら
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
頃
に

成
立
し
た
『
八
幡
愚
童
訓
』
に
は
、
筑
前
筥
崎
宮
や
筑
後
高
良
社
な
ど
と
共
に
、
肥

前
河
上
社
（
現
佐
賀
市
大
和
町
大
字
川
上
の
與よ

ど止
日ひ

め女
神
社
）
が
登
場
す
る
。
こ
の

よ
う
な
八
幡
説
話
の
成
立
は
、
八
幡
神
と
そ
の
母
・
神
功
皇
后
、
妹
・
玉
依
毘
売
、

神
功
皇
后
に
力
を
貸
し
た
高
良
玉
垂
神
と
い
っ
た
神
々
の
権
威
を
高
め
る
と
共
に
、

そ
れ
ら
の
神
々
を
祀
る
各
寺
社
の
崇
敬
へ
と
繋
が
っ
た
だ
ろ
う 12

。
ま
た
、
建
徳
元

年
（
一
三
七
〇
）
に
制
作
さ
れ
た
大
善
寺
玉
垂
宮
所
蔵
の
「
絹
本
著
色
玉
垂
宮
縁

起
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
、
二
幅
）、
室
町
期
に
制
作
さ
れ
た
高
良
社
所
蔵
の
「
絹

本
著
色
高
良
大
社
縁
起
」（
福
岡
県
指
定
文
化
財
、
二
幅
）、
戦
国
末
期
に
制
作
さ
れ

た
千
栗
八
幡
宮
所
蔵
の
「
千
栗
八
幡
宮
縁
起
絵
」（
佐
賀
県
指
定
重
要
文
化
財
、
二

幅
）
は
い
ず
れ
も
二
幅
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
幅
に
は
「
神
功
皇
后
三
韓
征
伐
」

の
故
事
が
描
か
れ
て
い
る 13

。
ま
た
、
他
の
一
幅
に
は
神
社
境
内
や
八
幡
信
仰
に
基

づ
く
縁
起
な
ど
が
描
か
れ
、
高
良
玉
垂
宮
―
大
善
寺
玉
垂
宮
―
千
栗
八
幡
宮
と
い
う

縁
起
の
系
譜
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 14

。
ま
た
、
こ
の
系
譜
に
つ
い
て
『
北
茂
安
町
史
』

で
は
、「
一
四
世
紀
前
半
以
降
の
八
幡
信
仰
は
、
地
域
を
超
え
た
共
通
の
基
盤
を
持
っ

て
い
た 15

」
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
に
よ
り
、
千
栗
八
幡
宮

が
位
置
す
る
現
み
や
き
町
周
辺
に
お
い
て
も
、
同
様
の
信
仰
が
共
有
さ
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

南
北
朝
期
は
、
観
応
の
擾
乱
に
よ
り
混
乱
し
た
時
代
と
な
っ
た
。
一
三
三
〇
年
代

後
半
か
ら
四
〇
年
代
は
探
題
一
色
氏
と
征
西
将
軍
方
の
菊
池
氏
の
対
立
が
中
心
と
な

り
、
五
〇
年
代
前
半
は
足
利
尊
氏
の
長
子
・
直
冬
が
少
弐
氏
と
共
に
こ
の
対
立
に
加

わ
っ
た
こ
と
で
、
三
巴
の
対
立
と
な
っ
た
。
ま
た
、
直
冬
が
九
州
を
出
た
後
、
五
〇

年
代
中
頃
は
菊
池
氏
と
少
弐
氏
が
協
力
し
て
一
色
氏
を
九
州
か
ら
放
逐
し
た
が
、
そ

の
後
袂
を
分
か
ち
、
筑
後
川
の
戦
い
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
決
戦
で
の
勝
利

に
よ
り
征
西
将
軍
方
は
大
宰
府
を
押
さ
え
、
六
〇
年
代
は
南
朝
側
が
優
勢
と
な
っ

た 16

。ま
た
、『
九
州
治
乱
記
』
に
は
、
建
武
三
年
（
一
三
三
五
）
に
多
々
良
浜
で
の
菊

池
氏
（
南
朝
方
）
と
の
争
い
で
勝
利
を
収
め
た
足
利
尊
氏
が
、
九
州
の
宮
方
に
対

す
る
守
護
を
目
的
に
、
綾
部
城
と
千
栗
城
に
兵
を
置
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る 17

。

こ
の
記
述
か
ら
、
南
朝
方
の
勢
力
を
抑
え
る
一
つ
の
軍
事
拠
点
と
し
て
、
博
多
に
近

い
綾
部
城 18

や
、
筑
後
川
沿
い
の
千
栗
城 19

が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ

う
。
ま
た
、
南
北
朝
時
代
の
勢
力
は
、
一
色
氏
か
ら
足
利
直
冬
、
そ
し
て
征
西
将
軍

方
へ
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
し
た
た
め
、
在
地
武
士
た
ち
の
安
定
し
た
所
領
経
営
は

困
難
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る 20

。

そ
し
て
室
町
時
代
に
は
、
肥
前
の
在
地
武
士
が
半は
ん
ぜ
い済
に
よ
り
寺
社
領
を
侵
害
し

た
こ
と
が
、
み
や
き
町
西
島
の
光
浄
寺
所
蔵
文
書 21

か
ら
分
か
っ
て
い
る
。
半
済
と

は
室
町
時
代
の
兵
糧
米
を
現
地
調
達
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
、
内
乱
に
よ
る
軍
費

を
調
達
す
る
た
め
に
、
室
町
幕
府
が
寺
社
・
本
所
領
家
・
国
衙
領
の
年
貢
の
半
分
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て
脊
振
山
を
開
い
た
性
空
と
共
に
修
行
し
た
と
い
う
隆
信
沙
門
、
級し
な
つ
ひ
こ
の

長
津
彦
命み
こ
と

、

級し

な長
戸と
べ
の辺

命み
こ
と

の
三
柱
の
風
神
も
祀
ら
れ
て
い
る
。
隆
信
沙
門
と
い
う
人
物
は
、『
鎮

西
要
略41

』
に
よ
る
と
、
肥
前
三
根
郡
の
人
で
性
空
の
伴
侶
と
し
て
修
行
に
励
み
、

法
華
経
一
万
部
読
誦
の
誓
願
を
立
て
た
と
い
う
。
し
か
し
、
法
華
経
読
誦
を
九
千
部

終
え
た
と
こ
ろ
で
息
絶
え
、
こ
れ
が
脊
振
山
の
東
峰
に
位
置
す
る
九
千
部
嶽
の
由
来

に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る42

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
隆
信
沙
門
は
少
な
く
と
も
江
戸

時
代
初
期
ま
で
に
は
性
空
や
九
千
部
山
と
結
び
付
き
、
綾
部
八
幡
で
行
わ
れ
て
い
る

旗
占
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
九
州
平
定
で
は
社
領
が
没
収
さ
れ
、
社
職

に
あ
っ
た
人
々
が
追
放
さ
れ
た
と
い
う43

。
そ
の
後
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に

鍋
島
直
茂
か
ら
神
事
を
勤
め
る
よ
う
に
と
い
う
命
令
と
米
の
寄
進
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
当
神
社
は
古
く
か
ら
の
座
主
・
脊
振
山
は
変
え
ず
、
社
職
に
あ
っ
た
人
々
を
呼

び
戻
し
た
。
そ
し
て
、「
九
千
部
山
風
災
転
除
之
祈
念
、
無
怠
慢
可
相
勤
旨
被
仰
付

候
由
候
事44

」
と
、
九
千
部
山
の
風
災
転
除
の
祈
念
を
怠
る
こ
と
な
く
勤
め
る
よ
う

命
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

現
在
の
主
な
祭
礼
と
し
て
は
、
七
月
十
五
日
の
旗
上
げ
神
事
、
九
月
一
日
の
九
千

部
山
詣
、
九
月
の
彼
岸
中
日
の
浮
立
、
翌
日
の
奉
納
相
撲
・
旗
下
ろ
し
神
事
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
提
出
さ
れ
た
「
寺
社
差
出
」
に
は

「
一
戸
張45

・
御
粥
鉄
鉢
、
従
御
上
御
奇（
寄
）
進
被
遊
候
事
、
年
号
相
知
レ
不
申
候
得
共
、

旧
記
ニ
右
之
通
御
座
候46

」
と
あ
り
、
詳
細
は
不
明
だ
が
こ
の
頃
ま
で
に
は
粥
占
が

行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
綾
部
八
幡
神
社
の
宮
司
様
に
よ
る

と
、
当
神
社
に
お
い
て
も
三
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
周
辺
地
域
に
つ
い
て
の
粥
占
が

行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
綾
部
八
幡
神
社
は
風
神
信
仰
と
の
結
び
付

き
の
中
で
、
近
世
ま
で
に
は
旗
占
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
旗
占
が
中
心

の
特
徴
的
な
神
事
が
多
い
と
言
え
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
旧
三
根
町
に
位
置
す
る
三
社
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
大
字
西
島
に

位
置
す
る
西
乃
宮
八
幡
神
社
は
、
一
条
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
社
殿
の
造
営
が
開
始

さ
れ
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
二
月
卯
の
日
に
遷
座
さ
れ
た
と
伝
わ
る47

。
そ
の
後
、

寿
永
年
間
（
一
一
八
二
〜
八
四
）
に
は
鎌
倉
権
五
郎
景
政
が
社
殿
を
改
築
し
、
南

北
朝
期
に
は
足
利
尊
氏
が
戦
勝
祈
願
と
祭
田
の
奉
納
を
行
っ
た
と
い
う48

。
そ
し
て
、

太
宰
少
弐
貞
頼
の
次
男
・
横
岳
頼
房
が
西
島
城
を
築
い
て
か
ら
は
、
横
岳
氏
よ
り
鎮

守
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
神
田
の
奉
納
や
祭
資
の
寄
進
が
行
わ
れ
た49

。
ま
た
、
近
世

に
は
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
と
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
に
社
殿
の
改
築
が
行

わ
れ
た50

。

現
在
の
祭
礼
・
行
事
と
し
て
は
、
二
月
二
十
八
日
の
「
お
粥
さ
ん51

」、
四
月
十
五

日
の
春
祭
り
、
七
月
十
五
日
の
夏
越
祭
り
、
十
月
二
十
日
に
近
い
日
曜
日52

の
秋
祭

り
が
挙
げ
ら
れ
、
秋
祭
り
で
は
本
分
区
の
頓
宮
ま
で
神
楽
・
浮
立
を
伴
っ
た
御
神
幸

が
あ
る53

。
ま
た
、
当
神
社
の
浮
立
は
鉦
を
打
ち
鳴
ら
す
こ
と
か
ら
、「
ガ
ン
ガ
ン
浮

立
」
と
も
呼
ば
れ
る54

。

次
に
、
大
字
東
津
に
位
置
す
る
宇
佐
八
幡
神
社
は
、
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
に
豊

前
宇
佐
八
幡
の
神
霊
を
勧
請
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
、
宇
佐
八
幡
と
の
結
び

付
き
を
示
す
話
が
次
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
元
来
は
宇
佐
八
幡
の
荘
園
領
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
九
月
の
大
祭
に
は
、
宇
佐
八
幡
よ
り
五
十
名
ほ
ど
の
人
々

が
祭
礼
の
奉
仕
に
訪
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
祭
礼
前
後
に
起
こ
っ
た
地
元
住
民
と
宇

佐
か
ら
の
供
奉
人
と
の
諍
い
に
よ
り
、
双
方
に
死
傷
者
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
具

体
的
な
年
代
は
不
明
だ
が
、
そ
れ
以
来
宇
佐
か
ら
の
供
奉
人
は
来
な
く
な
っ
た
と
い

う55

。
ま
た
、
戦
国
時
代
に
は
龍
造
寺
氏
と
大
友
氏
と
の
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
社
殿

な
ど
が
焼
失
し
た
が
、
後
に
龍
造
寺
隆
信
に
よ
り
祭
田
が
寄
進
さ
れ
、
鍋
島
藩
政
期

に
は
藩
費
で
造
営
さ
れ
て
い
た56

。

現
在
は
他
の
旧
三
根
町
の
神
社
と
同
じ
く
、
十
月
二
十
日
を
中
心
と
す
る
日
曜
日

佐賀県東部の浮立と祭礼──三養基郡みやき町を例として

（6）

第
二
章
　
浮
立
が
行
わ
れ
て
い
る
神
社
と
そ
の
特
徴

筑
後
川
に
近
く
、
古
く
か
ら
軍
事
や
交
通
の
要
衝
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
み
や

き
町
に
は
、
ど
の
よ
う
な
神
社
が
位
置
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
浮
立
を

主
に
扱
う
た
め
、
本
章
で
は
浮
立
が
継
承
さ
れ
て
い
る
六
社
（
図
三
）
と
祭
礼
の
概

要
、
そ
し
て
藩
政
期
に
行
わ
れ
て
い
た
神
社
へ
の
支
援
に
つ
い
て
触
れ
る
。

ま
ず
、
大
字
白
壁
に
位
置
し
、
肥
前
一
宮
と
し
て
知
ら
れ
る
千
栗
八
幡
宮
は
、
神

亀
元
年
（
七
二
四
）33

に
八
幡
神
の
霊
夢
を
受
け
た
養
父
郡
司
・
壬
生
春
成
に
よ
り

創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
な
お
、「
千
栗
」
と
い
う
地
名
は
、
夢
の
中
で
授
か
っ
た

千
株
の
栗
が
一
夜
で
生
え
て
い
た
と
い
う
伝
説
に
因
む
と
い
う34

。
当
神
社
は
、
承

平
年
間
（
九
三
一
〜
九
三
八
）
に
宇
佐
八
幡
宮
の
別
宮
と
な
っ
て
以
来
、
九
州
五
所

別
宮35

の
一
つ
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
中
世
以
降
は
肥
前
一
宮
と
し
て
崇

敬
を
集
め
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
か
ら
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
は
、
河

上
社36

と
の
間
で
一
宮
の
地
位
を
争
う
相
論
が
行
わ
れ
た
。

現
在
の
主
な
行
事
と
し
て
は
、
三
月
十
五
日
の
御
粥
祭37

、
九
月
十
五
日
の
放
生

会
、
九
月
十
五
日
に
近
い
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
行
列
浮
立
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
寛

政
元
年
（
一
七
八
九
）
の
奥
付
が
あ
る
千
栗
八
幡
宮
の
「
寺
社
差
出
」
に
は
、
旧
六

月
十
五
日
の
祇
園
会
と
、
旧
八
月
十
五
日
の
放
生
会
の
際
に
浮
立
を
興
行
し
て
い
た

と
あ
る38

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
頃
ま
で
に
は
、
年
に
二
度
浮
立
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
神
社
の
特
徴
と
し
て
は
、
古
く
は
年
に

二
度
浮
立
が
開
催
さ
れ
て
い
た
点
、
そ
し
て
八
幡
社
に
お
け
る
重
要
な
祭
典
・
放
生

会
の
最
大
の
行
事
と
し
て
、
浮
立
が
奉
納
さ
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
み
や
き
町
北
部
の
大
字
原
古
賀
に
位
置
す
る
綾
部
八
幡
神
社
は
、
全
国

的
に
も
珍
し
い
旗
上
げ
・
旗
下
ろ
し
神
事
で
知
ら
れ
る
。
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）

に
源
頼
朝
の
家
臣
・
綾
部
四
郎
大
夫
通み
ち

俊と
し

が
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
を
勧
請
し

て
創
建
し
た
と
い
う39

。
し
か
し
、
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
の
文
書
に
は
長
久
三
年

（
一
〇
四
二
）
に
宇
佐
八
幡
宮
弥
勒
寺
領
と
し
て
綾
部
庄
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
安
時
代
に
は
既
に
宇
佐
八
幡
宮
の
勧
請
が
あ
り
、
綾
部
氏
と
の
関
係
の
中

で
、
鎌
倉
時
代
に
起
源
が
設
定
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る40

。

そ
し
て
、
当
神
社
は
古
来
よ
り
脊
振
山
が
座
主
で
あ
っ
た
と
い
い
、
祭
神
と
し

図三　浮立が継承されているみやき町内の神社（筆者作成）

地理院地図　URL: https://maps.gsi.go.jp/

図二 みやき町の位置(筆者作成)

地理院地図
URL: https://maps.gsi.go.jp/

図三 浮立が継承されているみやき町内の神社(筆者作成)

地理院地図
URL: https://maps.gsi.go.jp/

綾綾部部八八幡幡神神社社 

中中津津隈隈宝宝満満神神社社 

宇宇佐佐八八幡幡神神社社 

矢矢俣俣八八幡幡神神社社 

千千栗栗八八幡幡宮宮 

西西乃乃宮宮八八幡幡神神社社 
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て
脊
振
山
を
開
い
た
性
空
と
共
に
修
行
し
た
と
い
う
隆
信
沙
門
、
級し
な
つ
ひ
こ
の

長
津
彦
命み
こ
と

、

級し

な長
戸と
べ
の辺

命み
こ
と

の
三
柱
の
風
神
も
祀
ら
れ
て
い
る
。
隆
信
沙
門
と
い
う
人
物
は
、『
鎮

西
要
略 41

』
に
よ
る
と
、
肥
前
三
根
郡
の
人
で
性
空
の
伴
侶
と
し
て
修
行
に
励
み
、

法
華
経
一
万
部
読
誦
の
誓
願
を
立
て
た
と
い
う
。
し
か
し
、
法
華
経
読
誦
を
九
千
部

終
え
た
と
こ
ろ
で
息
絶
え
、
こ
れ
が
脊
振
山
の
東
峰
に
位
置
す
る
九
千
部
嶽
の
由
来

に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る 42

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
隆
信
沙
門
は
少
な
く
と
も
江
戸

時
代
初
期
ま
で
に
は
性
空
や
九
千
部
山
と
結
び
付
き
、
綾
部
八
幡
で
行
わ
れ
て
い
る

旗
占
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
九
州
平
定
で
は
社
領
が
没
収
さ
れ
、
社
職

に
あ
っ
た
人
々
が
追
放
さ
れ
た
と
い
う 43

。
そ
の
後
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に

鍋
島
直
茂
か
ら
神
事
を
勤
め
る
よ
う
に
と
い
う
命
令
と
米
の
寄
進
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
当
神
社
は
古
く
か
ら
の
座
主
・
脊
振
山
は
変
え
ず
、
社
職
に
あ
っ
た
人
々
を
呼

び
戻
し
た
。
そ
し
て
、「
九
千
部
山
風
災
転
除
之
祈
念
、
無
怠
慢
可
相
勤
旨
被
仰
付

候
由
候
事 44

」
と
、
九
千
部
山
の
風
災
転
除
の
祈
念
を
怠
る
こ
と
な
く
勤
め
る
よ
う

命
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

現
在
の
主
な
祭
礼
と
し
て
は
、
七
月
十
五
日
の
旗
上
げ
神
事
、
九
月
一
日
の
九
千

部
山
詣
、
九
月
の
彼
岸
中
日
の
浮
立
、
翌
日
の
奉
納
相
撲
・
旗
下
ろ
し
神
事
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
提
出
さ
れ
た
「
寺
社
差
出
」
に
は

「
一
戸
張 45

・
御
粥
鉄
鉢
、
従
御
上
御
奇（
寄
）

進
被
遊
候
事
、
年
号
相
知
レ
不
申
候
得
共
、

旧
記
ニ
右
之
通
御
座
候 46

」
と
あ
り
、
詳
細
は
不
明
だ
が
こ
の
頃
ま
で
に
は
粥
占
が

行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
綾
部
八
幡
神
社
の
宮
司
様
に
よ
る

と
、
当
神
社
に
お
い
て
も
三
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
周
辺
地
域
に
つ
い
て
の
粥
占
が

行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
綾
部
八
幡
神
社
は
風
神
信
仰
と
の
結
び
付

き
の
中
で
、
近
世
ま
で
に
は
旗
占
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
旗
占
が
中
心

の
特
徴
的
な
神
事
が
多
い
と
言
え
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
旧
三
根
町
に
位
置
す
る
三
社
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
大
字
西
島
に

位
置
す
る
西
乃
宮
八
幡
神
社
は
、
一
条
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
社
殿
の
造
営
が
開
始

さ
れ
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
二
月
卯
の
日
に
遷
座
さ
れ
た
と
伝
わ
る 47

。
そ
の
後
、

寿
永
年
間
（
一
一
八
二
〜
八
四
）
に
は
鎌
倉
権
五
郎
景
政
が
社
殿
を
改
築
し
、
南

北
朝
期
に
は
足
利
尊
氏
が
戦
勝
祈
願
と
祭
田
の
奉
納
を
行
っ
た
と
い
う 48

。
そ
し
て
、

太
宰
少
弐
貞
頼
の
次
男
・
横
岳
頼
房
が
西
島
城
を
築
い
て
か
ら
は
、
横
岳
氏
よ
り
鎮

守
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
神
田
の
奉
納
や
祭
資
の
寄
進
が
行
わ
れ
た 49

。
ま
た
、
近
世

に
は
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
と
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
に
社
殿
の
改
築
が
行

わ
れ
た 50

。

現
在
の
祭
礼
・
行
事
と
し
て
は
、
二
月
二
十
八
日
の
「
お
粥
さ
ん 51

」、
四
月
十
五

日
の
春
祭
り
、
七
月
十
五
日
の
夏
越
祭
り
、
十
月
二
十
日
に
近
い
日
曜
日 52

の
秋
祭

り
が
挙
げ
ら
れ
、
秋
祭
り
で
は
本
分
区
の
頓
宮
ま
で
神
楽
・
浮
立
を
伴
っ
た
御
神
幸

が
あ
る 53

。
ま
た
、
当
神
社
の
浮
立
は
鉦
を
打
ち
鳴
ら
す
こ
と
か
ら
、「
ガ
ン
ガ
ン
浮

立
」
と
も
呼
ば
れ
る 54

。

次
に
、
大
字
東
津
に
位
置
す
る
宇
佐
八
幡
神
社
は
、
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
に
豊

前
宇
佐
八
幡
の
神
霊
を
勧
請
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
、
宇
佐
八
幡
と
の
結
び

付
き
を
示
す
話
が
次
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
元
来
は
宇
佐
八
幡
の
荘
園
領
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
九
月
の
大
祭
に
は
、
宇
佐
八
幡
よ
り
五
十
名
ほ
ど
の
人
々

が
祭
礼
の
奉
仕
に
訪
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
祭
礼
前
後
に
起
こ
っ
た
地
元
住
民
と
宇

佐
か
ら
の
供
奉
人
と
の
諍
い
に
よ
り
、
双
方
に
死
傷
者
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
具

体
的
な
年
代
は
不
明
だ
が
、
そ
れ
以
来
宇
佐
か
ら
の
供
奉
人
は
来
な
く
な
っ
た
と
い

う 55

。
ま
た
、
戦
国
時
代
に
は
龍
造
寺
氏
と
大
友
氏
と
の
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
社
殿

な
ど
が
焼
失
し
た
が
、
後
に
龍
造
寺
隆
信
に
よ
り
祭
田
が
寄
進
さ
れ
、
鍋
島
藩
政
期

に
は
藩
費
で
造
営
さ
れ
て
い
た 56

。

現
在
は
他
の
旧
三
根
町
の
神
社
と
同
じ
く
、
十
月
二
十
日
を
中
心
と
す
る
日
曜
日

佐賀県東部の浮立と祭礼──三養基郡みやき町を例として
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第
二
章
　
浮
立
が
行
わ
れ
て
い
る
神
社
と
そ
の
特
徴

筑
後
川
に
近
く
、
古
く
か
ら
軍
事
や
交
通
の
要
衝
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
み
や

き
町
に
は
、
ど
の
よ
う
な
神
社
が
位
置
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
浮
立
を

主
に
扱
う
た
め
、
本
章
で
は
浮
立
が
継
承
さ
れ
て
い
る
六
社
（
図
三
）
と
祭
礼
の
概

要
、
そ
し
て
藩
政
期
に
行
わ
れ
て
い
た
神
社
へ
の
支
援
に
つ
い
て
触
れ
る
。

ま
ず
、
大
字
白
壁
に
位
置
し
、
肥
前
一
宮
と
し
て
知
ら
れ
る
千
栗
八
幡
宮
は
、
神

亀
元
年
（
七
二
四
）  33

に
八
幡
神
の
霊
夢
を
受
け
た
養
父
郡
司
・
壬
生
春
成
に
よ
り

創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
な
お
、「
千
栗
」
と
い
う
地
名
は
、
夢
の
中
で
授
か
っ
た

千
株
の
栗
が
一
夜
で
生
え
て
い
た
と
い
う
伝
説
に
因
む
と
い
う 34

。
当
神
社
は
、
承

平
年
間
（
九
三
一
〜
九
三
八
）
に
宇
佐
八
幡
宮
の
別
宮
と
な
っ
て
以
来
、
九
州
五
所

別
宮 35

の
一
つ
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
中
世
以
降
は
肥
前
一
宮
と
し
て
崇

敬
を
集
め
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
か
ら
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
は
、
河

上
社 36

と
の
間
で
一
宮
の
地
位
を
争
う
相
論
が
行
わ
れ
た
。

現
在
の
主
な
行
事
と
し
て
は
、
三
月
十
五
日
の
御
粥
祭 37

、
九
月
十
五
日
の
放
生

会
、
九
月
十
五
日
に
近
い
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
行
列
浮
立
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
寛

政
元
年
（
一
七
八
九
）
の
奥
付
が
あ
る
千
栗
八
幡
宮
の
「
寺
社
差
出
」
に
は
、
旧
六

月
十
五
日
の
祇
園
会
と
、
旧
八
月
十
五
日
の
放
生
会
の
際
に
浮
立
を
興
行
し
て
い
た

と
あ
る 38

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
頃
ま
で
に
は
、
年
に
二
度
浮
立
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
神
社
の
特
徴
と
し
て
は
、
古
く
は
年
に

二
度
浮
立
が
開
催
さ
れ
て
い
た
点
、
そ
し
て
八
幡
社
に
お
け
る
重
要
な
祭
典
・
放
生

会
の
最
大
の
行
事
と
し
て
、
浮
立
が
奉
納
さ
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
み
や
き
町
北
部
の
大
字
原
古
賀
に
位
置
す
る
綾
部
八
幡
神
社
は
、
全
国

的
に
も
珍
し
い
旗
上
げ
・
旗
下
ろ
し
神
事
で
知
ら
れ
る
。
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）

に
源
頼
朝
の
家
臣
・
綾
部
四
郎
大
夫
通み
ち

俊と
し

が
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
を
勧
請
し

て
創
建
し
た
と
い
う 39

。
し
か
し
、
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
の
文
書
に
は
長
久
三
年

（
一
〇
四
二
）
に
宇
佐
八
幡
宮
弥
勒
寺
領
と
し
て
綾
部
庄
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
安
時
代
に
は
既
に
宇
佐
八
幡
宮
の
勧
請
が
あ
り
、
綾
部
氏
と
の
関
係
の
中

で
、
鎌
倉
時
代
に
起
源
が
設
定
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 40

。

そ
し
て
、
当
神
社
は
古
来
よ
り
脊
振
山
が
座
主
で
あ
っ
た
と
い
い
、
祭
神
と
し

図三　浮立が継承されているみやき町内の神社（筆者作成）

地理院地図　URL: https://maps.gsi.go.jp/

図二 みやき町の位置(筆者作成) 

地理院地図 
URL: https://maps.gsi.go.jp/ 

図三 浮立が継承されているみやき町内の神社(筆者作成) 
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現
在
の
祭
礼
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
前
述
し
た
通
り
十
二
年
に
一
度
の
午
年

に
行
わ
れ
る
御
幸
祭
り
だ
。
起
源
は
不
明
な
が
ら
、
神
社
創
建
当
初
に
始
め
ら
れ
た

と
伝
わ
り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
大
祭
以
降
は
確
実
に
実
施
さ
れ
続
け
て

い
る
と
い
う 71

。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
十
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
際
は
、

神
事
や
境
内
で
の
奉
納
舞
、
下
宮
へ
の
御
神
体
の
遷
宮
が
行
わ
れ
、
遷
宮
で
は
稚

児
・
舞
姫
・
毛
槍
・
鉦
・
太
鼓
な
ど
が
行
列
で
練
り
歩
き
、
周
辺
地
域
か
ら
の
見
物

客
も
多
か
っ
た
と
い
う 72

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
他
地
区
の
形
態
と
類
似
し
た
、
行
列

浮
立
の
よ
う
な
形
式
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
当
神
社
の
浮
立
は
資
料
が
少
な
く
、
詳
細

は
不
明
な
部
分
も
多
い
が
、
午
年
に
限
り
行
わ
れ
る
点
が
特
徴
的
だ
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
佐
賀
藩
は
、
蔵
入
地
に
位
置
す
る
一
部
の
神
社
に
対
し

て
、
神
領
宛
行
や
米
、
銀
の
支
給
と
い
っ
た
経
済
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
寛
政

十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
の
記
録
に
は
、「
蔵
入
三
八
社
」
と
し
て
次
の
神
社
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

白
山
八
幡
・
与
賀
社
・
本
庄
社
・
鳩
森
・
大
堂
六
所
大
明
神
・
牛
嶋
天
神
・

古
瀬
（
巨
勢
）
宮
・
新
北
大
明
神
・
西
宮
大
明
神
・
武
藤
八
王
子
・
木
原
山
王
・

太
田
大
明
神
・
徳
善
八
幡
宮
・
四
面
宮
・ 

矢
俣
八
幡
・
西
島
八
幡
・
綾
部
八
幡
・

金
立
山
（
金
立
社
）・
砥
川
八
幡
・
佐
留
志
大
明
神
・
山
口
村
太
神
宮
・
大
町
八
幡
・

小
田
三
社
宮
・
福
母
八
幡
・
大
渡
天
神
・
喜
佐
野
木
村
大
明
神
・
天
山
宮
・
晴

気
春
日
祭
妙
見
宮
百
手
・
同
印
鑰
八
龍
若
宮
・
鍋
島
諏
訪
大
明
神
・
櫛
田
大
明

神
・
八
田
祇
園
・
東
照
宮
・
向
陽
軒
・
元
三
大
師
・
精
天
神
・
御
牧
祭
・
水
上

宝
劔 73

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
次
の
十
六
の
神
社
な
ど
に
、
藩
の
財
政
か
ら
米
や
銀
の
支
給

が
行
わ
れ
た
。

　

堀
江
大
明
神
・
新
庄
八
幡
宮
・
蠣
久
天
満
宮
・
修
理
田
山
王
・
中
佐
嘉
天
満

宮
・
御
三
霊
神
様
・
伊
勢
屋
町
大
神
宮
・ 

千
栗
八
幡
宮
并
末
社
・
中
津
弁
財
天
・

晴
気
村
注
連
元
・
本
庄
院
供
僧
・
境
原
大
明
神
・
脊
振
山
弁
財
天
・
御
本
丸
大

黒
天
・
日
峯
社
・
川
上
社 74

こ
の
う
ち
、
現
み
や
き
町
に
位
置
す
る
神
社
は
、「
蔵
入
三
八
社
」の「
矢
俣
八
幡
・

西
島
八
幡 75

・
綾
部
八
幡
」
と
、
十
六
の
神
社
な
ど
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
千

栗
八
幡
宮
并
末
社
」だ
。
い
ず
れ
も
八
幡
社
で
、
現
在
も
浮
立
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
古
社
の
創
建
記
念
祭
で
は
、
藩
に
よ
る
修
造
や
銀
の
奉
納
が
行
わ
れ
、
千
栗

八
幡
宮
で
は
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
一
五
〇
〇
年
祭
が
、
綾
部
八
幡
で
は
享
和

二
年
（
一
八
〇
二
）
に
六
〇
〇
年
祭
が
行
わ
れ
て
い
る 76
。
ま
た
、
詳
細
は
次
章
で

後
述
す
る
が
、
矢
俣
八
幡
で
は
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
に
二
五
〇
年
祭
が
行
わ
れ

た
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
み
や
き
町
に
て
浮
立
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
神
社
の
特
徴
と

し
て
、
ま
ず
八
幡
社
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
古
く
は
宇

佐
弥
勒
寺
の
荘
園
領
で
あ
っ
た
地
域
が
多
い
こ
と
、
そ
し
て
肥
前
一
宮
と
し
て
崇
敬

さ
れ
た
千
栗
八
幡
宮
を
は
じ
め
、
筑
後
川
の
対
岸
に
は
大
善
寺
玉
垂
宮
や
高
良
山
、

宝
満
山
も
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
八
幡
信
仰
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
神
社
や

霊
山
が
周
辺
に
多
く
位
置
す
る
と
い
う
地
理
的
な
要
因
か
ら
、
当
地
の
八
幡
信
仰
が

影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
占
い
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
点
も
特
徴
だ
。
現
在
は
千
栗
八
幡
宮

と
西
乃
宮
八
幡
神
社
に
て
粥
占
が
、
綾
部
八
幡
神
社
に
て
旗
占
が
行
わ
れ
て
お
り
、

古
く
は
宇
佐
八
幡
神
社
に
て
的
射
と
粥
占
が
、
矢
俣
八
幡
神
社
と
綾
部
八
幡
神
社
に

て
粥
占
が
行
わ
れ
て
い
た
。
現
在
も
大
き
な
儀
式
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
千
栗
八
幡

佐賀県東部の浮立と祭礼──三養基郡みやき町を例として
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に
秋
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
秋
祭
り
は
松
枝
地
区
の
箱
崎
八
幡
神
社
ま
で
御

神
幸
が
行
わ
れ
る
も
の
で
、
七
地
区
の
う
ち
二
地
区
が
交
代
で
し
め
元
を
勤
め
、
他

の
五
地
区
が
輪
番
で
浮
立
を
奉
納
し
て
い
る 57

。
ま
た
、
い
つ
始
ま
っ
た
か
は
不
明

だ
が
、
以
前
は
二
月
の
初
卯
に
お
粥
試
し
が
行
わ
れ
、
近
年
は
そ
の
代
わ
り
と
し

て
、
一
年
の
吉
凶
を
占
う
的
射
祭
り
が
毎
年
二
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
て
い
た 58

。

ま
た
、
当
神
社
周
辺
に
は
、
社
伝
に
ま
つ
わ
る
塚
が
存
在
し
て
い
る
。
主
な
も
の

を
挙
げ
る
と
、
最
初
に
神
社
を
勧
請
し
た
位
置
に
あ
る
塚
田
（
古
宮
の
塚
）、
喧
嘩

の
際
に
血
で
汚
れ
た
御
輿
を
埋
め
た
柿
木
雑
み
こ
し
塚
、
喧
嘩
に
よ
る
死
者
を
埋
葬

し
た
豊
前
塚
（
力
塚
）
な
ど
で
あ
る 59

。
豊
前
塚
は
土
壌
改
良
工
事
が
行
わ
れ
た
際

に
取
り
壊
さ
れ
、
現
存
し
な
い 60

も
の
の
、
宇
佐
八
幡
と
の
繋
が
り
を
示
す
塚
の
存

在
は
、
他
の
神
社
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
大
字
天
建
寺
に
位
置
す
る
矢
俣
八
幡
神
社
は
、
現
在
地
に
移
る
ま
で
の

間
に
二
度
の
遷
座
が
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
当
神
社
は
陽
成
天
皇
の
時
代
（
八
七
六

〜
八
四
）
の
官
吏
・
藤
原
左
衛
門
尉
秀
清
が
、
京
都
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し 

て

元
慶
二
年
（
八
七
八
）
に
坂
口
村
の
開か
い
た
い平
に
創
建
し
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
と
い
う 61

。

そ
し
て
、
当
神
社
を
篤
く
崇
敬
し
た
領
主
・
納
江
出
雲
守
源
義
宣
は
、
弘
安
六
年

（
一
二
八
三
）
に
土
井
外
地
区
の
宮
村
に
遷
座
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
に
九
月
二
十
七

日
を
祭
日
と
し
て
神
事
が
定
め
ら
れ
、
能
楽
、
流
鏑
馬
、
浮
立
が
奉
納
さ
れ
た
と
い

う 62

。時
代
が
下
り
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
鍋
島
勝
茂
は
徳
川
家
康
の
命
で
筑
後

柳
川
の
立
花
氏
を
攻
め
る
こ
と
と
な
り
、
当
神
社
に
て
先
勝
祈
願
と
徳
川
家
・
鍋

島
家
の
和
合
祈
願
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
無
事
成
就
し
た 63

。
こ
の
出
来
事
に
よ
り
、

代
々
の
佐
賀
藩
主
に
篤
く
信
仰
さ
れ
、
藩
に
よ
る
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
鍋
島
勝
茂
の
命
で
成
富
兵
庫
茂
安
が
千
栗
土
居
を
築
い
た
際
は
、
当
時

の
鎮
座
地
・
宮
村
が
堤
防
の
外
側
に
な
る
こ
と
か
ら
再
度
遷
座
が
行
わ
れ
、
現
在
地

に
鎮
座
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
は
神
殿
や
拝
殿
、
参
道

と
い
っ
た
設
備
が
整
備
さ
れ
、
移
転
後
も
今
ま
で
通
り
の
祭
典
料
を
藩
主
か
ら
手
渡

し
、
従
来
の
祭
典
を
継
続
す
る
よ
う
に
と
い
う
内
容
の
書
状
が
残
さ
れ
て
い
る 64

。

現
在
の
主
な
祭
礼
と
し
て
は
、
十
月
二
十
日
を
中
心
と
す
る
日
曜
日
に
行
わ
れ
る

秋
の
大
祭
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
年
浮
立
と
稚
児
舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
令
和
元

年
（
二
〇
一
九
）
よ
り
浮
立
は
五
年
に
一
度
の
奉
納
に
な
っ
た
。
ま
た
、
古
く
は
二

月
二
十
七
日
に
粥
占
が
行
わ
れ
、
旧
矢
俣
郷
内
の
農
作
物
の
吉
凶
や
天
候
、
風
水

害
、
社
会
全
般
な
ど
を
占
っ
て
い
た
と
い
う 65

。
当
神
社
は
佐
賀
県
最
古
の
記
録
と

さ
れ
る
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
の
風
流
に
つ
い
て
の
文
書
を
有
し
、
浮
立
の
内
容

に
つ
い
て
は
「
神
仏
混
合
の
堂
宇
上
棟
祝
浮
立 66

」
と
称
さ
れ
、
他
に
類
例
の
な
い

特
徴
的
な
も
の
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
第
三
章
に
て
後
述
す
る
た
め
、
本
章

で
は
割
愛
す
る
。

最
後
に
、
十
二
年
に
一
度
の
午
年
に
限
り
浮
立
が
奉
納
さ
れ
る
、
中
津
隈
宝
満
神

社
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
当
神
社
は
大
字
中
津
隈
に
位
置
し
、
境
内
に
は
五
世
紀
中

頃
か
ら
後
半
に
築
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
中
津
隈
前
方
後
円
墳
が
あ
る
。
創
建
は
天

平
四
年
（
七
三
二
）
で
、
筑
前
の
竈
門
山
宝
満
宮
の
神
霊
を
勧
請
し
、
字
松
本
に

神
社
を
建
立
し
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
と
伝
わ
る 67

。
そ
し
て
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）

に
現
在
地
へ
移
転
し
、
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
に
山
王
社
を
、
興
国
（
南
朝
年
号
）

二
年
（
一
三
四
一
）
に
太
宰
府
天
満
宮
を
勧
請
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
正
平
（
南

朝
年
号
）
九
年
（
一
三
五
四
）
に
板
部
越
前
盛
成
尚
が
、
神
殿
の
修
造
や
神
楽
田
・

燈
明
田
な
ど
の
寄
付
を
行
っ
た
と
伝
わ
る 68

。

ま
た
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
期
に
は
、
神
社
一
帯
が
中
核
部
と
推
定
さ
れ
て
い

る
中
津
隈
城 69

が
存
在
し
て
い
た
。
た
だ
、
当
神
社
は
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に

豊
後
の
大
友
氏
と
龍
造
寺
氏
と
の
争
乱
に
巻
き
こ
ま
れ
、
御
神
体
以
外
は
全
て
焼
失

し
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
龍
造
寺
政
家
が
社
殿
を
再
建
し
た
と
い
う 70

。
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現
在
の
祭
礼
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
前
述
し
た
通
り
十
二
年
に
一
度
の
午
年

に
行
わ
れ
る
御
幸
祭
り
だ
。
起
源
は
不
明
な
が
ら
、
神
社
創
建
当
初
に
始
め
ら
れ
た

と
伝
わ
り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
大
祭
以
降
は
確
実
に
実
施
さ
れ
続
け
て

い
る
と
い
う 71

。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
十
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
際
は
、

神
事
や
境
内
で
の
奉
納
舞
、
下
宮
へ
の
御
神
体
の
遷
宮
が
行
わ
れ
、
遷
宮
で
は
稚

児
・
舞
姫
・
毛
槍
・
鉦
・
太
鼓
な
ど
が
行
列
で
練
り
歩
き
、
周
辺
地
域
か
ら
の
見
物

客
も
多
か
っ
た
と
い
う 72

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
他
地
区
の
形
態
と
類
似
し
た
、
行
列

浮
立
の
よ
う
な
形
式
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
当
神
社
の
浮
立
は
資
料
が
少
な
く
、
詳
細

は
不
明
な
部
分
も
多
い
が
、
午
年
に
限
り
行
わ
れ
る
点
が
特
徴
的
だ
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
佐
賀
藩
は
、
蔵
入
地
に
位
置
す
る
一
部
の
神
社
に
対
し

て
、
神
領
宛
行
や
米
、
銀
の
支
給
と
い
っ
た
経
済
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
寛
政

十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
の
記
録
に
は
、「
蔵
入
三
八
社
」
と
し
て
次
の
神
社
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

白
山
八
幡
・
与
賀
社
・
本
庄
社
・
鳩
森
・
大
堂
六
所
大
明
神
・
牛
嶋
天
神
・

古
瀬
（
巨
勢
）
宮
・
新
北
大
明
神
・
西
宮
大
明
神
・
武
藤
八
王
子
・
木
原
山
王
・

太
田
大
明
神
・
徳
善
八
幡
宮
・
四
面
宮
・ 

矢
俣
八
幡
・
西
島
八
幡
・
綾
部
八
幡
・

金
立
山
（
金
立
社
）・
砥
川
八
幡
・
佐
留
志
大
明
神
・
山
口
村
太
神
宮
・
大
町
八
幡
・

小
田
三
社
宮
・
福
母
八
幡
・
大
渡
天
神
・
喜
佐
野
木
村
大
明
神
・
天
山
宮
・
晴

気
春
日
祭
妙
見
宮
百
手
・
同
印
鑰
八
龍
若
宮
・
鍋
島
諏
訪
大
明
神
・
櫛
田
大
明

神
・
八
田
祇
園
・
東
照
宮
・
向
陽
軒
・
元
三
大
師
・
精
天
神
・
御
牧
祭
・
水
上

宝
劔 73

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
次
の
十
六
の
神
社
な
ど
に
、
藩
の
財
政
か
ら
米
や
銀
の
支
給

が
行
わ
れ
た
。

　

堀
江
大
明
神
・
新
庄
八
幡
宮
・
蠣
久
天
満
宮
・
修
理
田
山
王
・
中
佐
嘉
天
満

宮
・
御
三
霊
神
様
・
伊
勢
屋
町
大
神
宮
・ 

千
栗
八
幡
宮
并
末
社
・
中
津
弁
財
天
・

晴
気
村
注
連
元
・
本
庄
院
供
僧
・
境
原
大
明
神
・
脊
振
山
弁
財
天
・
御
本
丸
大

黒
天
・
日
峯
社
・
川
上
社 74

こ
の
う
ち
、
現
み
や
き
町
に
位
置
す
る
神
社
は
、「
蔵
入
三
八
社
」の「
矢
俣
八
幡
・

西
島
八
幡 75

・
綾
部
八
幡
」
と
、
十
六
の
神
社
な
ど
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
千

栗
八
幡
宮
并
末
社
」だ
。
い
ず
れ
も
八
幡
社
で
、
現
在
も
浮
立
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
古
社
の
創
建
記
念
祭
で
は
、
藩
に
よ
る
修
造
や
銀
の
奉
納
が
行
わ
れ
、
千
栗

八
幡
宮
で
は
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
一
五
〇
〇
年
祭
が
、
綾
部
八
幡
で
は
享
和

二
年
（
一
八
〇
二
）
に
六
〇
〇
年
祭
が
行
わ
れ
て
い
る 76
。
ま
た
、
詳
細
は
次
章
で

後
述
す
る
が
、
矢
俣
八
幡
で
は
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
に
二
五
〇
年
祭
が
行
わ
れ

た
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
み
や
き
町
に
て
浮
立
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
神
社
の
特
徴
と

し
て
、
ま
ず
八
幡
社
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
古
く
は
宇

佐
弥
勒
寺
の
荘
園
領
で
あ
っ
た
地
域
が
多
い
こ
と
、
そ
し
て
肥
前
一
宮
と
し
て
崇
敬

さ
れ
た
千
栗
八
幡
宮
を
は
じ
め
、
筑
後
川
の
対
岸
に
は
大
善
寺
玉
垂
宮
や
高
良
山
、

宝
満
山
も
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
八
幡
信
仰
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
神
社
や

霊
山
が
周
辺
に
多
く
位
置
す
る
と
い
う
地
理
的
な
要
因
か
ら
、
当
地
の
八
幡
信
仰
が

影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
占
い
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
点
も
特
徴
だ
。
現
在
は
千
栗
八
幡
宮

と
西
乃
宮
八
幡
神
社
に
て
粥
占
が
、
綾
部
八
幡
神
社
に
て
旗
占
が
行
わ
れ
て
お
り
、

古
く
は
宇
佐
八
幡
神
社
に
て
的
射
と
粥
占
が
、
矢
俣
八
幡
神
社
と
綾
部
八
幡
神
社
に

て
粥
占
が
行
わ
れ
て
い
た
。
現
在
も
大
き
な
儀
式
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
千
栗
八
幡
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に
秋
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
秋
祭
り
は
松
枝
地
区
の
箱
崎
八
幡
神
社
ま
で
御

神
幸
が
行
わ
れ
る
も
の
で
、
七
地
区
の
う
ち
二
地
区
が
交
代
で
し
め
元
を
勤
め
、
他

の
五
地
区
が
輪
番
で
浮
立
を
奉
納
し
て
い
る 57

。
ま
た
、
い
つ
始
ま
っ
た
か
は
不
明

だ
が
、
以
前
は
二
月
の
初
卯
に
お
粥
試
し
が
行
わ
れ
、
近
年
は
そ
の
代
わ
り
と
し

て
、
一
年
の
吉
凶
を
占
う
的
射
祭
り
が
毎
年
二
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
て
い
た 58

。

ま
た
、
当
神
社
周
辺
に
は
、
社
伝
に
ま
つ
わ
る
塚
が
存
在
し
て
い
る
。
主
な
も
の

を
挙
げ
る
と
、
最
初
に
神
社
を
勧
請
し
た
位
置
に
あ
る
塚
田
（
古
宮
の
塚
）、
喧
嘩

の
際
に
血
で
汚
れ
た
御
輿
を
埋
め
た
柿
木
雑
み
こ
し
塚
、
喧
嘩
に
よ
る
死
者
を
埋
葬

し
た
豊
前
塚
（
力
塚
）
な
ど
で
あ
る 59

。
豊
前
塚
は
土
壌
改
良
工
事
が
行
わ
れ
た
際

に
取
り
壊
さ
れ
、
現
存
し
な
い 60

も
の
の
、
宇
佐
八
幡
と
の
繋
が
り
を
示
す
塚
の
存

在
は
、
他
の
神
社
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
大
字
天
建
寺
に
位
置
す
る
矢
俣
八
幡
神
社
は
、
現
在
地
に
移
る
ま
で
の

間
に
二
度
の
遷
座
が
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
当
神
社
は
陽
成
天
皇
の
時
代
（
八
七
六

〜
八
四
）
の
官
吏
・
藤
原
左
衛
門
尉
秀
清
が
、
京
都
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し 

て

元
慶
二
年
（
八
七
八
）
に
坂
口
村
の
開か
い
た
い平
に
創
建
し
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
と
い
う 61

。

そ
し
て
、
当
神
社
を
篤
く
崇
敬
し
た
領
主
・
納
江
出
雲
守
源
義
宣
は
、
弘
安
六
年

（
一
二
八
三
）
に
土
井
外
地
区
の
宮
村
に
遷
座
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
に
九
月
二
十
七

日
を
祭
日
と
し
て
神
事
が
定
め
ら
れ
、
能
楽
、
流
鏑
馬
、
浮
立
が
奉
納
さ
れ
た
と
い

う 62

。時
代
が
下
り
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
鍋
島
勝
茂
は
徳
川
家
康
の
命
で
筑
後

柳
川
の
立
花
氏
を
攻
め
る
こ
と
と
な
り
、
当
神
社
に
て
先
勝
祈
願
と
徳
川
家
・
鍋

島
家
の
和
合
祈
願
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
無
事
成
就
し
た 63

。
こ
の
出
来
事
に
よ
り
、

代
々
の
佐
賀
藩
主
に
篤
く
信
仰
さ
れ
、
藩
に
よ
る
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
鍋
島
勝
茂
の
命
で
成
富
兵
庫
茂
安
が
千
栗
土
居
を
築
い
た
際
は
、
当
時

の
鎮
座
地
・
宮
村
が
堤
防
の
外
側
に
な
る
こ
と
か
ら
再
度
遷
座
が
行
わ
れ
、
現
在
地

に
鎮
座
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
は
神
殿
や
拝
殿
、
参
道

と
い
っ
た
設
備
が
整
備
さ
れ
、
移
転
後
も
今
ま
で
通
り
の
祭
典
料
を
藩
主
か
ら
手
渡

し
、
従
来
の
祭
典
を
継
続
す
る
よ
う
に
と
い
う
内
容
の
書
状
が
残
さ
れ
て
い
る 64

。

現
在
の
主
な
祭
礼
と
し
て
は
、
十
月
二
十
日
を
中
心
と
す
る
日
曜
日
に
行
わ
れ
る

秋
の
大
祭
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
年
浮
立
と
稚
児
舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
令
和
元

年
（
二
〇
一
九
）
よ
り
浮
立
は
五
年
に
一
度
の
奉
納
に
な
っ
た
。
ま
た
、
古
く
は
二

月
二
十
七
日
に
粥
占
が
行
わ
れ
、
旧
矢
俣
郷
内
の
農
作
物
の
吉
凶
や
天
候
、
風
水

害
、
社
会
全
般
な
ど
を
占
っ
て
い
た
と
い
う 65

。
当
神
社
は
佐
賀
県
最
古
の
記
録
と

さ
れ
る
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
の
風
流
に
つ
い
て
の
文
書
を
有
し
、
浮
立
の
内
容

に
つ
い
て
は
「
神
仏
混
合
の
堂
宇
上
棟
祝
浮
立 66

」
と
称
さ
れ
、
他
に
類
例
の
な
い

特
徴
的
な
も
の
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
第
三
章
に
て
後
述
す
る
た
め
、
本
章

で
は
割
愛
す
る
。

最
後
に
、
十
二
年
に
一
度
の
午
年
に
限
り
浮
立
が
奉
納
さ
れ
る
、
中
津
隈
宝
満
神

社
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
当
神
社
は
大
字
中
津
隈
に
位
置
し
、
境
内
に
は
五
世
紀
中

頃
か
ら
後
半
に
築
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
中
津
隈
前
方
後
円
墳
が
あ
る
。
創
建
は
天

平
四
年
（
七
三
二
）
で
、
筑
前
の
竈
門
山
宝
満
宮
の
神
霊
を
勧
請
し
、
字
松
本
に

神
社
を
建
立
し
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
と
伝
わ
る 67

。
そ
し
て
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）

に
現
在
地
へ
移
転
し
、
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
に
山
王
社
を
、
興
国
（
南
朝
年
号
）

二
年
（
一
三
四
一
）
に
太
宰
府
天
満
宮
を
勧
請
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
正
平
（
南

朝
年
号
）
九
年
（
一
三
五
四
）
に
板
部
越
前
盛
成
尚
が
、
神
殿
の
修
造
や
神
楽
田
・

燈
明
田
な
ど
の
寄
付
を
行
っ
た
と
伝
わ
る 68

。

ま
た
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
期
に
は
、
神
社
一
帯
が
中
核
部
と
推
定
さ
れ
て
い

る
中
津
隈
城 69

が
存
在
し
て
い
た
。
た
だ
、
当
神
社
は
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に

豊
後
の
大
友
氏
と
龍
造
寺
氏
と
の
争
乱
に
巻
き
こ
ま
れ
、
御
神
体
以
外
は
全
て
焼
失

し
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
龍
造
寺
政
家
が
社
殿
を
再
建
し
た
と
い
う 70

。
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一
ヶ
月
の
道
程
で
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
以
降
に
十
一
月
参
府
、
二
月
下
国
が

定
着
し
た
と
い
う 88

。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
大
名
行
列
が
「
神
幸
祭
の
恰
好
の
芸
能
と
し
て
、
奴
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き
と
掛
け
声
を
風
流
化
し
て
、
形
を
み
せ
る
芸
能
と
し
て
発
展
し

て
い
っ
た 89

。」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
米
倉
は
「
大
名
行
列
の
最
初
は
軍
備

を
し
た
武
士
集
団
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
泰
平
の
世
に
な
る
に
つ
れ
、
…
（
中
略
）

…
趣
向
を
こ
ら
し
は
じ
め
た
。
行
列
浮
立
は
祭
礼
の
行
列
に
大
名
行
列
の
趣
向
を
と

り
入
れ
、
よ
り
美
し
く
よ
り
楽
し
く
浮
立
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う 90

。」
と
述
べ
て

い
る
。
継
承
さ
れ
て
い
る
地
域
に
よ
り
道
具
の
種
類
や
形
態
に
差
は
あ
る
が
、
行
列

浮
立
で
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
道
具
と
し
て
は
、
挟
箱 91

、
毛
槍 92

、
鉄
砲 93

、
長
刀
、

台
弓 94

が
挙
げ
ら
れ
る 95

。

ま
た
、
行
列
浮
立
の
発
生
時
期
が
は
っ
き
り
分
か
る
例
と
し
て
、
金
子
は
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
に
始
め
ら
れ
た
、
唐
津
市
相お
う
ち知

町
の
熊
野
神
社
の
例
を
挙
げ
て
い

る 96

。
そ
し
て
『
前
川
日
記
抄 97

』
の
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
記
述
か
ら
、
天
保

年
間
（
一
八
三
〇
〜
四
四
）
に
は
既
に
行
列
浮
立
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘

し
て
い
る 98

。
更
に
、「
大
半
の
行
列
浮
立
は
幕
藩
体
制
が
ゆ
ら
ぎ
は
じ
め
、
参
勤
交

代
制
度
が
廃
止
と
な
っ
た
後
、
江
戸
時
代
の
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
発
生
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か 99

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
行
列
浮
立
は
近
世
の
大
名

行
列
に
端
を
発
し
、
祭
礼
行
列
に
付
随
す
る
芸
能
と
し
て
発
展
し
て
き
た
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。

更
に
、
金
子
は
「
行
列
浮
立
考
」
に
て
行
列
浮
立
が
継
承
さ
れ
て
い
る
地
域
や
芸

態
か
ら
、
廃
絶
し
た
も
の
も
含
む
佐
賀
県
内
の
十
六
例
を
五
種
類
に
分
類
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
み
や
き
町
の
綾
部
八
幡
神
社
、
千
栗
八
幡
神
社
、
西
乃
宮
八
幡
神
社

を
Ⅱ
類
と
し
、
特
徴
と
し
て
三
養
基
郡
の
八
幡
宮
を
中
心
に
継
承
さ
れ
、
鉦
浮
立
が

囃
子
に
付
随
す
る
点
を
指
摘
し
た 100

。
ま
た
、
元
々
同
系
統
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
基
山
郡
や
鳥
栖
市
の
浮
立
は
、
三
養
基
郡
に
広
く
分
布
す
る
獅
子
舞
が
付
随
す
る

点
が
特
徴
で
、
現
在
は
幾
分
芸
態
に
差
が
あ
る
た
め
区
別
し
て
い
る 101

。

こ
の
よ
う
に
、
み
や
き
町
内
に
は
行
列
浮
立
が
多
く
、
神
輿
を
伴
い
前
述
の
よ
う

な
道
具
や
獅
子
舞
と
共
に
町
を
練
り
歩
く
形
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
芸
態
が
行

列
浮
立
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
ず
、
文
献

も
少
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
矢
俣
八
幡
神
社
の
浮
立
だ

ろ
う
。

佐
賀
県
下
で
最
も
古
い
風
流
の
記
録
は
、
矢
俣
八
幡
神
社
所
蔵
の
長
享
二
年

（
一
四
八
八
）
の
文
書
「
風
流
次
第
之
事
」
だ 102

。
こ
れ
は
一
番
か
ら
五
番
ま
で
の
風

流
を
奉
納
す
る
地
区
の
順
番
と
宮
司
坊
の
百
蔵
坊
が
記
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
芸

態
は
不
明
な
が
ら
、
座
主
坊
が
中
心
と
な
り
各
地
区
が
風
流
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
そ
れ
以
後
の
記
録
や
伝
承
と
し
て
は
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に

堀
江
神
社
の
神
職
・
山
本
玄
蕃
が
始
め
た
と
さ
れ
る
天
衝
舞
浮
立
の
起
源
伝
承
や
、

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
綾
部
八
幡
神
社
に
お
い
て
佐
賀
藩
祖
・
鍋
島
直
茂
が

催
し
た
風
払
除
浮
立
の
記
録 103

が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
、
矢
俣
八
幡
神
社
の
記
録
は
、

応
仁
の
乱
が
始
ま
っ
た
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
か
ら
二
十
年
ほ
ど
下
っ
た
時
期
に

記
さ
れ
た
も
の
で
、
他
の
記
録
や
伝
承
よ
り
も
格
段
に
古
い
。

ま
た
、
当
神
社
の
浮
立
は
そ
の
掛
け
声
か
ら
「
た
つ
た
浮
立
」
と
も
呼
ば
れ
、 「
神

仏
混
合
の
堂
宇
上
棟
祝
浮
立 104

」
と
さ
れ
る
。
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
文
永
・
弘
安
の
役
の
際
に
矢
俣
郷
の
人
々
も
多
く
動

員
さ
れ
、
住
民
は
神
仏
の
加
護
を
求
め
て
い
た
。
そ
こ
で
当
地
の
領
主
で
あ
っ
た

納
江
出
雲
守
源
義
宣
は
、
彼
ら
の
願
い
に
応
え
て
天
建
寺
と
部
下
の
冥
福
を
祈
る
宝

篋
印
塔
を
建
立
し
た
。
す
る
と
、
住
民
は
寺
の
建
立
を
喜
ん
で
「
堂
宇
が
タ
ッ
タ
、

タ
ッ
タ
」
と
神
仏
を
礼
拝
し
、
こ
れ
に
よ
り
「
た
つ
た
浮
立
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う 105

。
た
だ
、『
三
根
町
史
』
で
は
出
陣
の
際
に
兵
士
が
「
起
っ
た
」
こ

佐賀県東部の浮立と祭礼──三養基郡みやき町を例として

（10）

宮
の
「
お
粥
試
し
」
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

神
社
周
辺
地
域
が
農
耕
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
佐
賀
藩
か
ら
の
経
済

的
な
支
援
を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
豊
凶
を
知
る
占
い
が
必
要
と
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
藩
政
期
に
は
矢
俣
八
幡
神
社
、
西
乃
宮
八
幡
神
社
、
綾
部
八
幡
神
社
、
千

栗
八
幡
宮
に
藩
よ
り
銀
や
米
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
支
援
を
受
け

て
い
た
過
去
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
各
神
社
に
お
け
る
祭
礼
が
重
視
さ
れ
、
現
在
ま

で
祭
礼
が
継
承
さ
れ
て
き
た
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
浮
立
が
継
承
さ
れ
て
い
る
神
社
は
八
幡
社
が
多
く
、
何
か
し

ら
の
占
い
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
藩
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
い
た
神
社
が

多
い
こ
と
が
特
徴
だ
と
言
え
よ
う
。

で
は
、
継
承
さ
れ
て
い
る
浮
立
の
特
徴
は
ど
の
よ
う
な
部
分
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
次
章
で
は
、
み
や
き
町
で
継
承
さ
れ
て
い
る
浮
立
の
芸
態
及
び
そ
の
特
徴
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

第
三
章
　
行
列
浮
立
と
み
や
き
町

前
章
で
は
、
浮
立
が
継
承
さ
れ
て
い
る
神
社
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
。

で
は
、
現
在
み
や
き
町
で
継
承
さ
れ
て
い
る
浮
立
は
、
先
行
研
究
に
て
ど
の
よ
う
に

論
じ
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
旧
肥
前
国
を
中
心
と
し
た
現
在
の
佐
賀
県
、
長
崎
県
で
は
、
祭
礼
の
際

に
行
わ
れ
る
芸
能
を
「
浮
立
」
と
総
称
す
る
傾
向
に
あ
り
、
浮
立
は
お
お
よ
そ
九
種

類
の
芸
態
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
表
一
）。
旧
肥
前
国
各
地
に
継
承
さ
れ
て
い
る
浮

立
を
ま
と
め
、
そ
の
芸
態
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
松
尾
禎
作
の
『
佐
賀
の

浮
立 （
郷
土
シ
リ
ー
ズ
：
一
） 77

』
に
は
じ
ま
り
、
山
崎
諭
の
『
肥
前
浮
立
を
た
ず
ね

て 78

』、
米
倉
の
「
日
本
の
民
俗
芸
能 79

」
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
は
、
み
や
き
町
で
継
承
さ
れ
て
い
る
浮
立
の
ほ
と
ん
ど
を
行
列
浮
立
と
し
て

分
類
し
て
い
る
。

行
列
浮
立
は
大
名
行
列
を
模
し
た
行
列
を
形
成
す
る
な
ど
、
神
輿
の
供
と
し
て
練

り
歩
く
形
態
を
主
と
す
る
も
の
で
、
特
に
そ
の
道
行
き
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
分
類
さ

れ
た
芸
態
だ
と
言
え
よ
う
。
米
倉
は
「
特
に
大
名
行
列
を
模
し
、
浮
立
の
構
成
が

行
列
に
中
心
を
お
く
も
の 80

」、
金
子
は
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
に
て
雇
わ
れ
て
い
た

奴
の
所
作
を
真
似
、
浮
立
と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の 81

を
行
列
浮
立
と
定
義
し
て
い

る
。
行
列
浮
立
は
佐
賀
県
三
養
基
郡
と
長
崎
県
北
高
来
・
諫
早
地
方
に
多
く
見
ら
れ

る
が
、
他
の
芸
態
に
付
随
す
る
も
の
ま
で
含
め
る
と
旧
肥
前
国
一
円
に
分
布
し
て
い

る 82

。
そ
の
た
め
、
山
崎
諭
は
様
々
な
分
子
が
混
ざ
っ
た
も
の
と
純
大
名
行
列
式
の

も
の
に
大
別
し
、
み
や
き
町
の
綾
部
八
幡
神
社
、
千
栗
八
幡
宮
、
矢
俣
八
幡
神
社
、

西
乃
宮
八
幡
神
社 83

な
ど
を
後
者
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る 84

。
し
か
し
、
行
列
浮
立

に
焦
点
を
当
て
た
論
考
は
、
管
見
の
限
り
金
子
信
二
の
「
行
列
浮
立
考
」
が
唯
一
の

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
芸
態
に
あ
ま
り
差
が
な
く
、
他
の
浮
立

と
の
複
合
形
も
含
め
る
と
地
域
問
わ
ず
広
く
分
布
し
て
お
り
、
分
析
が
困
難
で
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

で
は
、
金
子
が
行
列
浮
立
の
原
型
と
し
て
指
摘
し
た 85

参
勤
交
代
の
行
列
は
、
い

つ
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
参
勤
交
代
は
、
三
代
将
軍
家
光
の
治
世
・
寛

永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
武
家
諸
法
度
が
改
定
さ
れ
、
制
度
化
さ
れ
た
。
た
だ
佐

賀
藩
で
は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
よ
り
長
崎
御
番
の
命
を
受
け
、
前
年
に
任
命

さ
れ
た
福
岡
藩
と
共
に
隔
年
で
長
崎
警
備
に
当
た
っ
た 86

。
そ
の
た
め
、
長
崎
御
番

の
主
力
で
あ
っ
た
佐
賀
・
福
岡
藩
と
そ
れ
を
助
け
た
諸
藩
（
筑
前
の
秋
月
、
肥
前
の

唐
津
・
島
原
・
平
戸
・
大
村
・
五
島
）
は
幕
府
よ
り
対
客
・
消
防
・
門
衛
・
川
港
普

請
と
い
っ
た
交
役
の
一
切
を
免
除
さ
れ
、
参
勤
の
際
の
江
戸
滞
在
期
間
も
百
日
程
度

で
あ
っ
た 87

。
ま
た
、
道
中
の
供
人
数
は
二
三
〇
〜
四
〇
人
ほ
ど
、
江
戸
到
着
ま
で
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一
ヶ
月
の
道
程
で
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
以
降
に
十
一
月
参
府
、
二
月
下
国
が

定
着
し
た
と
い
う 88

。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
大
名
行
列
が
「
神
幸
祭
の
恰
好
の
芸
能
と
し
て
、
奴
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き
と
掛
け
声
を
風
流
化
し
て
、
形
を
み
せ
る
芸
能
と
し
て
発
展
し

て
い
っ
た 89

。」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
米
倉
は
「
大
名
行
列
の
最
初
は
軍
備

を
し
た
武
士
集
団
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
泰
平
の
世
に
な
る
に
つ
れ
、
…
（
中
略
）

…
趣
向
を
こ
ら
し
は
じ
め
た
。
行
列
浮
立
は
祭
礼
の
行
列
に
大
名
行
列
の
趣
向
を
と

り
入
れ
、
よ
り
美
し
く
よ
り
楽
し
く
浮
立
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う 90

。」
と
述
べ
て

い
る
。
継
承
さ
れ
て
い
る
地
域
に
よ
り
道
具
の
種
類
や
形
態
に
差
は
あ
る
が
、
行
列

浮
立
で
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
道
具
と
し
て
は
、
挟
箱 91

、
毛
槍 92

、
鉄
砲 93

、
長
刀
、

台
弓 94

が
挙
げ
ら
れ
る 95

。

ま
た
、
行
列
浮
立
の
発
生
時
期
が
は
っ
き
り
分
か
る
例
と
し
て
、
金
子
は
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
に
始
め
ら
れ
た
、
唐
津
市
相お
う
ち知
町
の
熊
野
神
社
の
例
を
挙
げ
て
い

る 96

。
そ
し
て
『
前
川
日
記
抄 97

』
の
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
記
述
か
ら
、
天
保

年
間
（
一
八
三
〇
〜
四
四
）
に
は
既
に
行
列
浮
立
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘

し
て
い
る 98

。
更
に
、「
大
半
の
行
列
浮
立
は
幕
藩
体
制
が
ゆ
ら
ぎ
は
じ
め
、
参
勤
交

代
制
度
が
廃
止
と
な
っ
た
後
、
江
戸
時
代
の
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
発
生
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か 99

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
行
列
浮
立
は
近
世
の
大
名

行
列
に
端
を
発
し
、
祭
礼
行
列
に
付
随
す
る
芸
能
と
し
て
発
展
し
て
き
た
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。

更
に
、
金
子
は
「
行
列
浮
立
考
」
に
て
行
列
浮
立
が
継
承
さ
れ
て
い
る
地
域
や
芸

態
か
ら
、
廃
絶
し
た
も
の
も
含
む
佐
賀
県
内
の
十
六
例
を
五
種
類
に
分
類
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
み
や
き
町
の
綾
部
八
幡
神
社
、
千
栗
八
幡
神
社
、
西
乃
宮
八
幡
神
社

を
Ⅱ
類
と
し
、
特
徴
と
し
て
三
養
基
郡
の
八
幡
宮
を
中
心
に
継
承
さ
れ
、
鉦
浮
立
が

囃
子
に
付
随
す
る
点
を
指
摘
し
た 100

。
ま
た
、
元
々
同
系
統
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
基
山
郡
や
鳥
栖
市
の
浮
立
は
、
三
養
基
郡
に
広
く
分
布
す
る
獅
子
舞
が
付
随
す
る

点
が
特
徴
で
、
現
在
は
幾
分
芸
態
に
差
が
あ
る
た
め
区
別
し
て
い
る 101

。

こ
の
よ
う
に
、
み
や
き
町
内
に
は
行
列
浮
立
が
多
く
、
神
輿
を
伴
い
前
述
の
よ
う

な
道
具
や
獅
子
舞
と
共
に
町
を
練
り
歩
く
形
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
芸
態
が
行

列
浮
立
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
ず
、
文
献

も
少
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
矢
俣
八
幡
神
社
の
浮
立
だ

ろ
う
。

佐
賀
県
下
で
最
も
古
い
風
流
の
記
録
は
、
矢
俣
八
幡
神
社
所
蔵
の
長
享
二
年

（
一
四
八
八
）
の
文
書
「
風
流
次
第
之
事
」
だ 102

。
こ
れ
は
一
番
か
ら
五
番
ま
で
の
風

流
を
奉
納
す
る
地
区
の
順
番
と
宮
司
坊
の
百
蔵
坊
が
記
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
芸

態
は
不
明
な
が
ら
、
座
主
坊
が
中
心
と
な
り
各
地
区
が
風
流
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
そ
れ
以
後
の
記
録
や
伝
承
と
し
て
は
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に

堀
江
神
社
の
神
職
・
山
本
玄
蕃
が
始
め
た
と
さ
れ
る
天
衝
舞
浮
立
の
起
源
伝
承
や
、

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
綾
部
八
幡
神
社
に
お
い
て
佐
賀
藩
祖
・
鍋
島
直
茂
が

催
し
た
風
払
除
浮
立
の
記
録 103

が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
、
矢
俣
八
幡
神
社
の
記
録
は
、

応
仁
の
乱
が
始
ま
っ
た
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
か
ら
二
十
年
ほ
ど
下
っ
た
時
期
に

記
さ
れ
た
も
の
で
、
他
の
記
録
や
伝
承
よ
り
も
格
段
に
古
い
。

ま
た
、
当
神
社
の
浮
立
は
そ
の
掛
け
声
か
ら
「
た
つ
た
浮
立
」
と
も
呼
ば
れ
、 「
神

仏
混
合
の
堂
宇
上
棟
祝
浮
立 104

」
と
さ
れ
る
。
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
文
永
・
弘
安
の
役
の
際
に
矢
俣
郷
の
人
々
も
多
く
動

員
さ
れ
、
住
民
は
神
仏
の
加
護
を
求
め
て
い
た
。
そ
こ
で
当
地
の
領
主
で
あ
っ
た

納
江
出
雲
守
源
義
宣
は
、
彼
ら
の
願
い
に
応
え
て
天
建
寺
と
部
下
の
冥
福
を
祈
る
宝

篋
印
塔
を
建
立
し
た
。
す
る
と
、
住
民
は
寺
の
建
立
を
喜
ん
で
「
堂
宇
が
タ
ッ
タ
、

タ
ッ
タ
」
と
神
仏
を
礼
拝
し
、
こ
れ
に
よ
り
「
た
つ
た
浮
立
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う 105

。
た
だ
、『
三
根
町
史
』
で
は
出
陣
の
際
に
兵
士
が
「
起
っ
た
」
こ

佐賀県東部の浮立と祭礼──三養基郡みやき町を例として

（10）

宮
の
「
お
粥
試
し
」
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

神
社
周
辺
地
域
が
農
耕
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
佐
賀
藩
か
ら
の
経
済

的
な
支
援
を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
豊
凶
を
知
る
占
い
が
必
要
と
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
藩
政
期
に
は
矢
俣
八
幡
神
社
、
西
乃
宮
八
幡
神
社
、
綾
部
八
幡
神
社
、
千

栗
八
幡
宮
に
藩
よ
り
銀
や
米
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
支
援
を
受
け

て
い
た
過
去
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
各
神
社
に
お
け
る
祭
礼
が
重
視
さ
れ
、
現
在
ま

で
祭
礼
が
継
承
さ
れ
て
き
た
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
浮
立
が
継
承
さ
れ
て
い
る
神
社
は
八
幡
社
が
多
く
、
何
か
し

ら
の
占
い
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
藩
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
い
た
神
社
が

多
い
こ
と
が
特
徴
だ
と
言
え
よ
う
。

で
は
、
継
承
さ
れ
て
い
る
浮
立
の
特
徴
は
ど
の
よ
う
な
部
分
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
次
章
で
は
、
み
や
き
町
で
継
承
さ
れ
て
い
る
浮
立
の
芸
態
及
び
そ
の
特
徴
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

第
三
章
　
行
列
浮
立
と
み
や
き
町

前
章
で
は
、
浮
立
が
継
承
さ
れ
て
い
る
神
社
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
。

で
は
、
現
在
み
や
き
町
で
継
承
さ
れ
て
い
る
浮
立
は
、
先
行
研
究
に
て
ど
の
よ
う
に

論
じ
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
旧
肥
前
国
を
中
心
と
し
た
現
在
の
佐
賀
県
、
長
崎
県
で
は
、
祭
礼
の
際

に
行
わ
れ
る
芸
能
を
「
浮
立
」
と
総
称
す
る
傾
向
に
あ
り
、
浮
立
は
お
お
よ
そ
九
種

類
の
芸
態
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
表
一
）。
旧
肥
前
国
各
地
に
継
承
さ
れ
て
い
る
浮

立
を
ま
と
め
、
そ
の
芸
態
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
松
尾
禎
作
の
『
佐
賀
の

浮
立 （
郷
土
シ
リ
ー
ズ
：
一
） 77

』
に
は
じ
ま
り
、
山
崎
諭
の
『
肥
前
浮
立
を
た
ず
ね

て 78

』、
米
倉
の
「
日
本
の
民
俗
芸
能 79

」
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
は
、
み
や
き
町
で
継
承
さ
れ
て
い
る
浮
立
の
ほ
と
ん
ど
を
行
列
浮
立
と
し
て

分
類
し
て
い
る
。

行
列
浮
立
は
大
名
行
列
を
模
し
た
行
列
を
形
成
す
る
な
ど
、
神
輿
の
供
と
し
て
練

り
歩
く
形
態
を
主
と
す
る
も
の
で
、
特
に
そ
の
道
行
き
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
分
類
さ

れ
た
芸
態
だ
と
言
え
よ
う
。
米
倉
は
「
特
に
大
名
行
列
を
模
し
、
浮
立
の
構
成
が

行
列
に
中
心
を
お
く
も
の 80

」、
金
子
は
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
に
て
雇
わ
れ
て
い
た

奴
の
所
作
を
真
似
、
浮
立
と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の 81

を
行
列
浮
立
と
定
義
し
て
い

る
。
行
列
浮
立
は
佐
賀
県
三
養
基
郡
と
長
崎
県
北
高
来
・
諫
早
地
方
に
多
く
見
ら
れ

る
が
、
他
の
芸
態
に
付
随
す
る
も
の
ま
で
含
め
る
と
旧
肥
前
国
一
円
に
分
布
し
て
い

る 82

。
そ
の
た
め
、
山
崎
諭
は
様
々
な
分
子
が
混
ざ
っ
た
も
の
と
純
大
名
行
列
式
の

も
の
に
大
別
し
、
み
や
き
町
の
綾
部
八
幡
神
社
、
千
栗
八
幡
宮
、
矢
俣
八
幡
神
社
、

西
乃
宮
八
幡
神
社 83

な
ど
を
後
者
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る 84

。
し
か
し
、
行
列
浮
立

に
焦
点
を
当
て
た
論
考
は
、
管
見
の
限
り
金
子
信
二
の
「
行
列
浮
立
考
」
が
唯
一
の

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
芸
態
に
あ
ま
り
差
が
な
く
、
他
の
浮
立

と
の
複
合
形
も
含
め
る
と
地
域
問
わ
ず
広
く
分
布
し
て
お
り
、
分
析
が
困
難
で
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

で
は
、
金
子
が
行
列
浮
立
の
原
型
と
し
て
指
摘
し
た 85

参
勤
交
代
の
行
列
は
、
い

つ
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
参
勤
交
代
は
、
三
代
将
軍
家
光
の
治
世
・
寛

永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
武
家
諸
法
度
が
改
定
さ
れ
、
制
度
化
さ
れ
た
。
た
だ
佐

賀
藩
で
は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
よ
り
長
崎
御
番
の
命
を
受
け
、
前
年
に
任
命

さ
れ
た
福
岡
藩
と
共
に
隔
年
で
長
崎
警
備
に
当
た
っ
た 86

。
そ
の
た
め
、
長
崎
御
番

の
主
力
で
あ
っ
た
佐
賀
・
福
岡
藩
と
そ
れ
を
助
け
た
諸
藩
（
筑
前
の
秋
月
、
肥
前
の

唐
津
・
島
原
・
平
戸
・
大
村
・
五
島
）
は
幕
府
よ
り
対
客
・
消
防
・
門
衛
・
川
港
普

請
と
い
っ
た
交
役
の
一
切
を
免
除
さ
れ
、
参
勤
の
際
の
江
戸
滞
在
期
間
も
百
日
程
度

で
あ
っ
た 87

。
ま
た
、
道
中
の
供
人
数
は
二
三
〇
〜
四
〇
人
ほ
ど
、
江
戸
到
着
ま
で
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矢
俣
八
幡
宮
御
祭
礼
入
具
次
第

…
…
（
中
略
）
…
…

一
壱
本
持
之
竹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
連
竹
用
弐
本

一
五
本
持
之
竹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
流
か
さ
臺
ノ
用
六
本

　
　
　
　
　

外
ニ
借
物

一
御
小
袖　
　
　

か
さ
六
本
之
上
ふ
き
也入　
　

拾
弐

一
御
小
袖　
　
　

た
い
こ
う
ち
二
人　
　
　
　
　

六
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ら
し
う
ち
四
人

一
御
小
袖　
　
　

太
鞁
上
ふ
き
入　
　
　
　
　
　

仁（
二
）ツ

一
袴　
　
　
　
　
　

太
鞁
、
も
ら
し
う
ち　
　
　
　

六
具

一
毛
頭　
　
　
　
　

右
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
ツ

一
扇
子　
　
　
　
　

右
同
し
〻
ロ
〻
入　
　
　
　
　

拾
弐
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
疋
ハ
御
上
馬
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之
米
毎
年
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佐
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初
代
）

茂
様
御
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出
候
て
、
石
井
大
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方
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リ
被
相
渡
候
儀
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、
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こ
こ
に
「
か
さ
」
や
太
鼓
の
上
に
葺
く
た
め
の
小
袖
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
「
た
い
こ
う
ち
」
や
「
も
ら
し
う
ち
」
の
役
柄
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
浮
立

に
関
係
す
る
道
具
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
の
行
列
浮
立
に
お
い

て
も
太
鼓
打
ち
や
も
ら
し
打
ち 116

が
登
場
す
る
こ
と
が
多
く
、
天
衝
舞
浮
立
と
い
っ

た
他
の
芸
態
で
は
傘
鉾
が
用
い
ら
れ
る
例
も
あ
る 117

。
芸
態
に
つ
い
て
推
測
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
毛
頭
を
身
に
付
け
た
「
た
い
こ
う
ち
」
が
小
袖
を
葺
い
て
装
飾
し

た
太
鼓
を
打
ち
、
同
様
の
格
好
を
し
た
「
も
ら
し
う
ち
」
が
締
太
鼓
を
打
っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
、
風
流
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
傘
鉾
な
ど
が
登
場
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
先
述
の
『
兎
園
小
説
』
外
集
二
巻
で
は
筑
後
柳
川
の
獅
子
頭
が
紹
介

さ
れ
て
い
た
が
、『
兎
園
小
説
』
第
十
二
集
で
も
筑
紫
の
風
流
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
図
五
）。
そ
し
て
「
筑
紫
の
風
流
」
の
図
に
は
、
毛
頭
の
よ
う
な
も
の
を
身
に
付
け

佐賀県東部の浮立と祭礼──三養基郡みやき町を例として

（12）

と
が
起
源
と
い
う
説
も
紹
介
さ
れ
て
お
り 106

、
そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な

い
。そ

し
て
、
登
場
す
る
役
柄
に
神
仏
習
合
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
的
だ
。
岡
泰
雄

は
「
奴
像
一
二
人
は
仏
教
の
十
二
神
将
に
か
た
ど
っ
て
、
か
ね
は
観
音
菩
薩
、
モ

リ
ャ
ー
シ
は
地
蔵
菩
薩
・
大
太
鼓
は
毘
沙
門
天
を
表
現
し
、
獅
子
の
背
に
負
う
五
色

の
色
紙
は
天
地
間
の
五
色
の
光
明
を
表
現
す
る
も
の
だ
と
い
う 107

」
と
紹
介
し
て
い

る
。
観
音
菩
薩
、
地
蔵
菩
薩
、
毘
沙
門
天
と
い
う
三
尊
の
組
み
合
わ
せ
は
、
京
都
清

水
寺
の
本
尊
・
十
一
面
観
音
菩
薩
と
脇
侍
の
地
蔵
菩
薩
、
毘
沙
門
天 108

と
一
致
す
る

が
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
だ
。
ま
た
、
大
太
鼓
と
モ
リ
ャ
ー
シ
が
身
に
付

け
る
獅
子
の
被
り
物
に
つ
い
て
は
、
金
子
が
「
東
日
本
に
お
お
い
一
人
立
ち
の
獅
子

舞
を
お
も
わ
せ
る 109

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
更
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
随
筆
集
『
兎

園
小
説 110

』
外
集
第
二
で
は
「
筑
後
柳
川
風
流
祭
所
用
獅
子
頭
」
が
紹
介
さ
れ
て
い

る 111

（
図
四
）。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
ま
で
に
は
、
現

み
や
き
町
に
近
い
筑
後
柳
川
の
風
流
に
お
い
て
も
、
太
鼓
打
ち
が
獅
子
を
象
っ
た
被

り
物
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
金
子
は
筑
後
市
水
田
の
水
田
天
満
宮 112

に
奉
納
さ
れ
る
稚
児
風
流
と
の
類

似
点
を
指
摘
し
、
米
倉
利
昭
が
美
麗
田
楽
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
筑
後
地
方
と
の
関
係
を
考
え
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る 113

。『
兎
園
小
説
』

の
例
か
ら
も
、
筑
後
地
方
の
風
流
と
の
間
に
、
何
か
し
ら
の
影
響
関
係
が
あ
っ
た
と

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
当
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
浮
立
は
類
例
が
な
く
非
常
に

貴
重
だ
が
、
継
承
の
難
し
さ
か
ら
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
よ
り
五
年
に
一
度
の
奉

納
に
な
っ
て
い
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て
、
み
や
き
町
内
の
八
幡
社
を
中
心
に
継
承
さ
れ
て
い
る
浮
立

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
行
列
浮
立
に
分
類
さ
れ
、
鉦
浮
立
が
付
随
す
る
場
合
が

多
い
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、『
三
根
町
史
』
で
は
「
祭
礼
に
は
、
浮
立
が
不

離
一
体
の
も
の
で
あ
る
が
、
三
根
町
内
三
社
の
浮
立
は
、
三
社
そ
れ
ぞ
れ
趣
を
異
に

す
る 114

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
単
に
同
一
芸
態
と
し
て
見
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浮
立
の
経
緯
を
た
ど
り
、
継
承
さ
れ
て
き
た
要
因
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
今
後
の
課
題
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
近
世
資
料
か
ら
み
や
き
町
の

浮
立
を
検
討
し
、
行
列
浮
立
へ
の
展
開
を
考
察
す
る
。

第
四
章
　
近
世
み
や
き
町
に
お
け
る
浮
立
の
展
開

前
章
で
は
、
み
や
き
町
に
継
承
さ
れ
て
い
る
浮
立
の
芸
態
や
特
徴
に
つ
い
て
触
れ

た
。
そ
こ
で
、
本
項
で
は
近
世
の
寺
社
資
料
か
ら
、
み
や
き
町
に
お
け
る
浮
立
の
展

開
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

浮
立
の
展
開
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
が
、
矢
俣
八
幡
神
社
に
伝
来
す

る
文
書
「
矢
俣
八
幡
宮
御
祭
礼
入
具
次
第
」
で
あ
る
。
こ
の
次
第
に
は
元
和
二
年

（
一
六
一
六
）
の
記
載
が
あ
り
、
祭
礼
に
必
要
な
道
具
が
次
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

図四　 『兎園小説』外集巻二より
「筑後柳川風流祭所用獅子頭」図図四四  『『兎兎園園⼩⼩説説』』外外集集巻巻⼆⼆よよりり「「筑筑後後柳柳川川⾵⾵流流祭祭所所⽤⽤獅獅⼦⼦頭頭」」  

 
出典: ⽇本隨筆⼤成編輯部編『⽇本隨筆⼤成』第⼆期第⼆巻、⽇本隨筆⼤成刊⾏會、⼀九⼆⼋、四〇六⾴。 
 
図図五五  『『兎兎園園⼩⼩説説』』巻巻⼗⼗⼆⼆よよりり  「「⾵⾵流流祭祭のの圖圖」」  

 
出典: ⽇本随筆⼤成編輯部編『⽇本随筆⼤成』第⼆期第⼀巻、⽇本随筆⼤成刊⾏会、⼀九⼆⼋、三⼀五⾴。 

出典 :  日本隨筆大成編輯部編『日
本隨筆大成』第二期第二
巻、日本隨筆大成刊行會、
一九二八、四〇六頁。
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こ
こ
に
「
か
さ
」
や
太
鼓
の
上
に
葺
く
た
め
の
小
袖
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
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た
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ち
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や
「
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し
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」
の
役
柄
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
浮
立

に
関
係
す
る
道
具
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
の
行
列
浮
立
に
お
い

て
も
太
鼓
打
ち
や
も
ら
し
打
ち 116

が
登
場
す
る
こ
と
が
多
く
、
天
衝
舞
浮
立
と
い
っ

た
他
の
芸
態
で
は
傘
鉾
が
用
い
ら
れ
る
例
も
あ
る 117

。
芸
態
に
つ
い
て
推
測
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
毛
頭
を
身
に
付
け
た
「
た
い
こ
う
ち
」
が
小
袖
を
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い
て
装
飾
し

た
太
鼓
を
打
ち
、
同
様
の
格
好
を
し
た
「
も
ら
し
う
ち
」
が
締
太
鼓
を
打
っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
、
風
流
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
傘
鉾
な
ど
が
登
場
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
先
述
の
『
兎
園
小
説
』
外
集
二
巻
で
は
筑
後
柳
川
の
獅
子
頭
が
紹
介

さ
れ
て
い
た
が
、『
兎
園
小
説
』
第
十
二
集
で
も
筑
紫
の
風
流
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
図
五
）。
そ
し
て
「
筑
紫
の
風
流
」
の
図
に
は
、
毛
頭
の
よ
う
な
も
の
を
身
に
付
け

佐賀県東部の浮立と祭礼──三養基郡みやき町を例として

（12）

と
が
起
源
と
い
う
説
も
紹
介
さ
れ
て
お
り 106

、
そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な

い
。そ

し
て
、
登
場
す
る
役
柄
に
神
仏
習
合
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
的
だ
。
岡
泰
雄

は
「
奴
像
一
二
人
は
仏
教
の
十
二
神
将
に
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た
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っ
て
、
か
ね
は
観
音
菩
薩
、
モ
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シ
は
地
蔵
菩
薩
・
大
太
鼓
は
毘
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門
天
を
表
現
し
、
獅
子
の
背
に
負
う
五
色

の
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紙
は
天
地
間
の
五
色
の
光
明
を
表
現
す
る
も
の
だ
と
い
う 107

」
と
紹
介
し
て
い

る
。
観
音
菩
薩
、
地
蔵
菩
薩
、
毘
沙
門
天
と
い
う
三
尊
の
組
み
合
わ
せ
は
、
京
都
清

水
寺
の
本
尊
・
十
一
面
観
音
菩
薩
と
脇
侍
の
地
蔵
菩
薩
、
毘
沙
門
天 108

と
一
致
す
る

が
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
だ
。
ま
た
、
大
太
鼓
と
モ
リ
ャ
ー
シ
が
身
に
付

け
る
獅
子
の
被
り
物
に
つ
い
て
は
、
金
子
が
「
東
日
本
に
お
お
い
一
人
立
ち
の
獅
子

舞
を
お
も
わ
せ
る 109

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
更
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
随
筆
集
『
兎

園
小
説 110

』
外
集
第
二
で
は
「
筑
後
柳
川
風
流
祭
所
用
獅
子
頭
」
が
紹
介
さ
れ
て
い

る 111

（
図
四
）。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
ま
で
に
は
、
現

み
や
き
町
に
近
い
筑
後
柳
川
の
風
流
に
お
い
て
も
、
太
鼓
打
ち
が
獅
子
を
象
っ
た
被

り
物
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
金
子
は
筑
後
市
水
田
の
水
田
天
満
宮 112

に
奉
納
さ
れ
る
稚
児
風
流
と
の
類

似
点
を
指
摘
し
、
米
倉
利
昭
が
美
麗
田
楽
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
筑
後
地
方
と
の
関
係
を
考
え
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る 113

。『
兎
園
小
説
』

の
例
か
ら
も
、
筑
後
地
方
の
風
流
と
の
間
に
、
何
か
し
ら
の
影
響
関
係
が
あ
っ
た
と

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
当
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
浮
立
は
類
例
が
な
く
非
常
に

貴
重
だ
が
、
継
承
の
難
し
さ
か
ら
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
よ
り
五
年
に
一
度
の
奉

納
に
な
っ
て
い
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て
、
み
や
き
町
内
の
八
幡
社
を
中
心
に
継
承
さ
れ
て
い
る
浮
立

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
行
列
浮
立
に
分
類
さ
れ
、
鉦
浮
立
が
付
随
す
る
場
合
が

多
い
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、『
三
根
町
史
』
で
は
「
祭
礼
に
は
、
浮
立
が
不

離
一
体
の
も
の
で
あ
る
が
、
三
根
町
内
三
社
の
浮
立
は
、
三
社
そ
れ
ぞ
れ
趣
を
異
に

す
る 114

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
単
に
同
一
芸
態
と
し
て
見
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浮
立
の
経
緯
を
た
ど
り
、
継
承
さ
れ
て
き
た
要
因
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
今
後
の
課
題
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
近
世
資
料
か
ら
み
や
き
町
の

浮
立
を
検
討
し
、
行
列
浮
立
へ
の
展
開
を
考
察
す
る
。

第
四
章
　
近
世
み
や
き
町
に
お
け
る
浮
立
の
展
開

前
章
で
は
、
み
や
き
町
に
継
承
さ
れ
て
い
る
浮
立
の
芸
態
や
特
徴
に
つ
い
て
触
れ

た
。
そ
こ
で
、
本
項
で
は
近
世
の
寺
社
資
料
か
ら
、
み
や
き
町
に
お
け
る
浮
立
の
展

開
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

浮
立
の
展
開
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
が
、
矢
俣
八
幡
神
社
に
伝
来
す

る
文
書
「
矢
俣
八
幡
宮
御
祭
礼
入
具
次
第
」
で
あ
る
。
こ
の
次
第
に
は
元
和
二
年

（
一
六
一
六
）
の
記
載
が
あ
り
、
祭
礼
に
必
要
な
道
具
が
次
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

図四　 『兎園小説』外集巻二より
「筑後柳川風流祭所用獅子頭」図図四四  『『兎兎園園⼩⼩説説』』外外集集巻巻⼆⼆よよりり「「筑筑後後柳柳川川⾵⾵流流祭祭所所⽤⽤獅獅⼦⼦頭頭」」  

 
出典: ⽇本隨筆⼤成編輯部編『⽇本隨筆⼤成』第⼆期第⼆巻、⽇本隨筆⼤成刊⾏會、⼀九⼆⼋、四〇六⾴。 
 
図図五五  『『兎兎園園⼩⼩説説』』巻巻⼗⼗⼆⼆よよりり  「「⾵⾵流流祭祭のの圖圖」」  

 
出典: ⽇本随筆⼤成編輯部編『⽇本随筆⼤成』第⼆期第⼀巻、⽇本随筆⼤成刊⾏会、⼀九⼆⼋、三⼀五⾴。 

出典 :  日本隨筆大成編輯部編『日
本隨筆大成』第二期第二
巻、日本隨筆大成刊行會、
一九二八、四〇六頁。



85（15）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善　

勝　

坊

 
 

 
 

 
 

 
 

右
何
れ
も
横
尾
七
條
也

 
 

 
 

 
 

御
目
附
方
宿  

南
嶋
庄
屋
秀
十
宅

 
 

 
 

 
 

郡
方
代
官
所
宿  

汐
入
庄
屋
八
郎
兵
衛
宅

一
献
上
御
礼　
中
奉
書
折
付　

寺
社
方
江
捧
出
ル
向
ハ
右
役
所
ゟ
取
計
之
事

一
寺
社
役
人
両
三
人
且
代
官
所
役
人
三
、四
人
、
何
れ
も
御
供
物
御
礼
等
指
遣
ス

一
代
官
所
筋
江
御
年
祭
願
、
寺
社
方
同
様
差
出
候
、
尤
庄
や
名
当
ニ

一
庄
屋
中
ゟ
ハ
能
興
行
願
書
代
官
所
江
指
出
ス

　
　
　

参附
リ

詣
人
休
足
所
立
方
願
、
右
を
も
庄
や
中
ゟ
指
出
す 121

こ
の
記
録
か
ら
、
御
輿
行
列
に
獅
子
や
犀
ノ
毛
、
立
笠
、
先
箱
、
台
弓
、
鉄
砲
な

ど
が
付
随
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
犀
ノ
毛
は
二
本
で
僕
（
奴
）
四
名
、
先
箱

は
一
対
で
僕
四
名
、
立
笠
は
一
本
で
僕
二
名
、
臺
笠
は
一
本
で
僕
二
名
、
弓
は
二
丁

で
二
名
、
鉄
砲
は
二
丁
で
二
名
、
大
太
鼓
は
一
台
で
三
名
と
、
現
在
の
行
列
浮
立
に

比
べ
る
と
小
規
模
な
構
成
だ
が
、
共
通
す
る
道
具
が
見
ら
れ
る
点
は
注
目
す
べ
き
だ

ろ
う
。
た
だ
、
み
や
き
町
の
浮
立
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
鉦
の
記
載
が
な
い
点

は
、
現
在
の
芸
態
と
異
な
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
関
係
資
料
に
は
「
行
列
」
や
「
浮
立
」
と
い
っ
た
文
言
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
奴
振
り
は
あ
く
ま
で
も
神
輿
巡
幸
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
列
が
神
幸
祭
に
付
随
す
る
こ
と
で
、
二
五
〇
年
祭
と

い
う
節
目
に
相
応
し
い
厳
粛
さ
や
華
々
し
さ
が
添
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
藩
か
ら
重
視
さ
れ
支
援
を
受
け
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
大
名
行
列
を
模
し

た
奴
振
り
を
祭
礼
行
列
と
し
て
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
年
祭
と
し
て
藩
の
許
可
の
下
で
祭
式
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
他

社
の
年
祭
で
も
同
様
の
行
列
が
付
随
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。
他
の
例

に
つ
い
て
は
今
後
調
査
が
必
要
だ
が
、
少
な
く
と
も
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
頃
ま

で
に
は
奴
振
り
が
付
随
し
た
年
祭
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
み
や
き
町
で
は
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
の
矢
俣
八
幡
神

社
の
風
流
の
記
録
が
最
も
古
く
、
少
な
く
と
も
そ
の
頃
に
は
同
神
社
に
て
風
流
が
行

わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
時
代
が
下
り
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に

は
、
太
鼓
打
ち
と
も
ら
し
打
ち
が
登
場
す
る
浮
立
が
同
神
社
に
て
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
浮
立
が
行
列
で
行
わ
れ
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
『
兎
園
小

説
』
に
描
写
さ
れ
て
い
る
筑
紫
の
風
流
と
類
似
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
宇
佐
八
幡
神
社
の
文
書
に
「
御
神
幸
行
烈
」
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
同
神
社
に
て
祭
礼
行
列
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

現
在
の
よ
う
に
、
大
名
行
列
を
模
し
た
形
で
練
り
歩
く
浮
立
の
起
源
は
判
然
と
し

な
い
が
、
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
に
行
わ
れ
た
矢
俣
八
幡
神
社
の
二
五
〇
年
祭
で

は
、
現
在
と
共
通
す
る
道
具
を
用
い
た
小
規
模
な
奴
振
り
が
神
輿
渡
御
に
付
随
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
祭
式
を
整
え
た
背
景
に
は
、
藩
か
ら

重
視
さ
れ
経
済
的
な
支
援
が
行
わ
れ
て
き
た
神
社
の
周
年
祭
と
い
う
要
因
が
あ
っ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
、
現
在
の
行
列
浮
立
へ
の
展
開
を
考
え
る
上
で
、
一
つ
の
手
が
か

り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
年
祭
が
行
わ
れ
た
の
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の

三
年
前
で
あ
り
、
金
子
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
幕
藩
体
制
の
揺
ら
ぎ
が
影
響
し
て
い

た
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
、
年
祭
と
し
て
藩
が
許
可
し
た
祭
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
年
祭
に
お
い
て
は
大
名
行
列
を
模
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

佐賀県東部の浮立と祭礼──三養基郡みやき町を例として

（14）

た
太
鼓
打
ち
四
名
、
毛
頭
と
仮
面
を
身
に
付
け
た
も
ら
し
打
ち
一
名
、
そ
し
て
小
鼓

の
打
ち
手
一
名
が
描
か
れ
る 118

。
ま
た
、
大
太
鼓
に
立
て
ら
れ
た
幣
束
に
は
布
が
巻

か
れ
、「
女
の
帯
を
も
て
か
さ
る
」
と
横
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
芸
態
で
あ
る

と
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
登
場
す
る
役
目
や
太
鼓
の
飾
り
付
け
方
か
ら
は
、
同

書
の
挿
絵
の
よ
う
な
形
が
想
起
さ
れ
る
。

「
矢
俣
八
幡
宮
御
祭
礼
入
具
次
第
」
か
ら
は
、
神
馬
に
乗
っ
た
行
事
を
は
じ
め
、

風
流
か
さ
、
太
鼓
打
ち
、
も
ら
し
打
ち
が
行
列
に
な
っ
て
巡
幸
し
て
い
た
可
能
性
を

推
測
で
き
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
行
列
浮
立
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
、
筑
後
地
方
を
中
心
に
継
承
さ
れ
て
い
る
風
流
と
似
た
よ
う
な
道
具
や
役

目
が
登
場
し
て
い
た
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
後
世
と
同
じ
よ
う
に
浮
立
と
い
う

表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
み
や
き
町
の
宇
佐
八
幡
神
社
に
伝
わ
る
文
書
「
宇
佐
宮
八
幡
社
御
祭
式
之

事 119

」
に
は
、
九
月
二
十
六
日
の
明
け
方
頃
か
ら
昼
に
か
け
て
「
御
神
幸
行
烈
」
が

行
わ
れ
、
楽
人
や
神
馬
が
付
随
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
資
料
の
「
御

神
幸
行
烈
」
と
、
現
在
の
行
列
浮
立
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
少

な
く
と
も
近
世
の
宇
佐
八
幡
神
社
で
は
九
月
二
十
六
日
に
祭
礼
行
列
が
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
矢
俣
八
幡
神
社
で
は
、 

元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
四
月
十
一
日
か
ら

十
三
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
創
建
二
五
〇
年 12 0
祭
が
行
わ
れ
た
。
少
し
長
く
な
る

が
、
そ
の
内
容
を
引
用
す
る
。

御
祭
式

一
十
一
日
朝
六
時
御
本
社
御
発
輿 

獅
子
ゟ
御
輿
迄
江
口
村
ゟ

獅
子　
二
口

八
人 

 
犀
ノ
毛
 
弐

本

僕
四
人
 
先
箱
 
一

対

僕
四
人

立
笠
 
壱

本

僕
弐
人
 
䑓
笠
 
壱

本

僕
二
人
 
弓
 
弐
■

二
人

鉄
炮
 
二
挺

二
人
  

大
太
鞁（
鼓
）　
壱
簡

三
人
 
笛
但
二
十
■　
二
十
人

上
下
大
小

社
家
 
将

束

（
装
）
 
社
人
 
将
束

（
装
）

 
 

 

御
輿
 
袴

ニ

而     

江
口
・
坂
口
 
両
村
 
日
出
笠

歩
行
 
上
下

大
小
 
座糸
か
い
指
添主

 
小
附
上
下

小
附
上
下
 
小
者
 
長
柄

片
箱
 
合
羽
籠

後
御
供
 
坂
口
村
ゟ

二
十
人
 
何
れ
も
上
下
 
庄
屋
中
 

袴

十
一
日
正
八
ツ
時
、
御
本
社
江
還
御
之
上
御
供
献

 
 

 

附
リ
、
三
日
之
間
御
輿
之
儀
、
松
尾
社
江
飾
り
置

十
二
日　

神
楽 

社
人
方
宿
ニ
而
五
人
神
楽
也

十
三
日 

能
興
行
中
通
安
永

坂
口
・
濱
田
 
間
狂
言
 
西
嶋
村
ゟ

奉
納
之
事

右
三
日
三
夜
三
時
勤
行
、
尤
四
ヶ
之
法
用
也
、
出
仕
之
院
〻
左
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百座
主

蔵
坊
観
晃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚　

養　

坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歓　

行　

坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉　

蔵　

坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実　

行　

坊

図図四四  『『兎兎園園⼩⼩説説』』外外集集巻巻⼆⼆よよりり「「筑筑後後柳柳川川⾵⾵流流祭祭所所⽤⽤獅獅⼦⼦頭頭」」  

 
出典: ⽇本隨筆⼤成編輯部編『⽇本隨筆⼤成』第⼆期第⼆巻、⽇本隨筆⼤成刊⾏會、⼀九⼆⼋、四〇六⾴。 
 
図図五五  『『兎兎園園⼩⼩説説』』巻巻⼗⼗⼆⼆よよりり  「「⾵⾵流流祭祭のの圖圖」」  

 
出典: ⽇本随筆⼤成編輯部編『⽇本随筆⼤成』第⼆期第⼀巻、⽇本随筆⼤成刊⾏会、⼀九⼆⼋、三⼀五⾴。 

図五　 『兎園小説』巻十二より
「風流祭の圖」

出典 :  日本随筆大成編輯部編『日本随筆
大成』第二期第一巻、日本随筆大
成刊行会、一九二八、三一五頁。
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善　

勝　

坊

 
 

 
 

 
 

 
 

右
何
れ
も
横
尾
七
條
也

 
 

 
 

 
 

御
目
附
方
宿  

南
嶋
庄
屋
秀
十
宅

 
 

 
 

 
 

郡
方
代
官
所
宿  

汐
入
庄
屋
八
郎
兵
衛
宅

一
献
上
御
礼　
中
奉
書
折
付　

寺
社
方
江
捧
出
ル
向
ハ
右
役
所
ゟ
取
計
之
事

一
寺
社
役
人
両
三
人
且
代
官
所
役
人
三
、四
人
、
何
れ
も
御
供
物
御
礼
等
指
遣
ス

一
代
官
所
筋
江
御
年
祭
願
、
寺
社
方
同
様
差
出
候
、
尤
庄
や
名
当
ニ

一
庄
屋
中
ゟ
ハ
能
興
行
願
書
代
官
所
江
指
出
ス

　
　
　

参附
リ

詣
人
休
足
所
立
方
願
、
右
を
も
庄
や
中
ゟ
指
出
す 121

こ
の
記
録
か
ら
、
御
輿
行
列
に
獅
子
や
犀
ノ
毛
、
立
笠
、
先
箱
、
台
弓
、
鉄
砲
な

ど
が
付
随
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
犀
ノ
毛
は
二
本
で
僕
（
奴
）
四
名
、
先
箱

は
一
対
で
僕
四
名
、
立
笠
は
一
本
で
僕
二
名
、
臺
笠
は
一
本
で
僕
二
名
、
弓
は
二
丁

で
二
名
、
鉄
砲
は
二
丁
で
二
名
、
大
太
鼓
は
一
台
で
三
名
と
、
現
在
の
行
列
浮
立
に

比
べ
る
と
小
規
模
な
構
成
だ
が
、
共
通
す
る
道
具
が
見
ら
れ
る
点
は
注
目
す
べ
き
だ

ろ
う
。
た
だ
、
み
や
き
町
の
浮
立
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
鉦
の
記
載
が
な
い
点

は
、
現
在
の
芸
態
と
異
な
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
関
係
資
料
に
は
「
行
列
」
や
「
浮
立
」
と
い
っ
た
文
言
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
奴
振
り
は
あ
く
ま
で
も
神
輿
巡
幸
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
列
が
神
幸
祭
に
付
随
す
る
こ
と
で
、
二
五
〇
年
祭
と

い
う
節
目
に
相
応
し
い
厳
粛
さ
や
華
々
し
さ
が
添
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
藩
か
ら
重
視
さ
れ
支
援
を
受
け
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
大
名
行
列
を
模
し

た
奴
振
り
を
祭
礼
行
列
と
し
て
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
年
祭
と
し
て
藩
の
許
可
の
下
で
祭
式
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
他

社
の
年
祭
で
も
同
様
の
行
列
が
付
随
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。
他
の
例

に
つ
い
て
は
今
後
調
査
が
必
要
だ
が
、
少
な
く
と
も
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
頃
ま

で
に
は
奴
振
り
が
付
随
し
た
年
祭
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
み
や
き
町
で
は
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
の
矢
俣
八
幡
神

社
の
風
流
の
記
録
が
最
も
古
く
、
少
な
く
と
も
そ
の
頃
に
は
同
神
社
に
て
風
流
が
行

わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
時
代
が
下
り
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に

は
、
太
鼓
打
ち
と
も
ら
し
打
ち
が
登
場
す
る
浮
立
が
同
神
社
に
て
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
浮
立
が
行
列
で
行
わ
れ
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
『
兎
園
小

説
』
に
描
写
さ
れ
て
い
る
筑
紫
の
風
流
と
類
似
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
宇
佐
八
幡
神
社
の
文
書
に
「
御
神
幸
行
烈
」
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
同
神
社
に
て
祭
礼
行
列
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

現
在
の
よ
う
に
、
大
名
行
列
を
模
し
た
形
で
練
り
歩
く
浮
立
の
起
源
は
判
然
と
し

な
い
が
、
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
に
行
わ
れ
た
矢
俣
八
幡
神
社
の
二
五
〇
年
祭
で

は
、
現
在
と
共
通
す
る
道
具
を
用
い
た
小
規
模
な
奴
振
り
が
神
輿
渡
御
に
付
随
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
祭
式
を
整
え
た
背
景
に
は
、
藩
か
ら

重
視
さ
れ
経
済
的
な
支
援
が
行
わ
れ
て
き
た
神
社
の
周
年
祭
と
い
う
要
因
が
あ
っ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
、
現
在
の
行
列
浮
立
へ
の
展
開
を
考
え
る
上
で
、
一
つ
の
手
が
か

り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
年
祭
が
行
わ
れ
た
の
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の

三
年
前
で
あ
り
、
金
子
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
幕
藩
体
制
の
揺
ら
ぎ
が
影
響
し
て
い

た
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
、
年
祭
と
し
て
藩
が
許
可
し
た
祭
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
年
祭
に
お
い
て
は
大
名
行
列
を
模
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
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た
太
鼓
打
ち
四
名
、
毛
頭
と
仮
面
を
身
に
付
け
た
も
ら
し
打
ち
一
名
、
そ
し
て
小
鼓

の
打
ち
手
一
名
が
描
か
れ
る 118

。
ま
た
、
大
太
鼓
に
立
て
ら
れ
た
幣
束
に
は
布
が
巻

か
れ
、「
女
の
帯
を
も
て
か
さ
る
」
と
横
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
芸
態
で
あ
る

と
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
登
場
す
る
役
目
や
太
鼓
の
飾
り
付
け
方
か
ら
は
、
同

書
の
挿
絵
の
よ
う
な
形
が
想
起
さ
れ
る
。

「
矢
俣
八
幡
宮
御
祭
礼
入
具
次
第
」
か
ら
は
、
神
馬
に
乗
っ
た
行
事
を
は
じ
め
、

風
流
か
さ
、
太
鼓
打
ち
、
も
ら
し
打
ち
が
行
列
に
な
っ
て
巡
幸
し
て
い
た
可
能
性
を

推
測
で
き
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
行
列
浮
立
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
、
筑
後
地
方
を
中
心
に
継
承
さ
れ
て
い
る
風
流
と
似
た
よ
う
な
道
具
や
役

目
が
登
場
し
て
い
た
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
後
世
と
同
じ
よ
う
に
浮
立
と
い
う

表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
み
や
き
町
の
宇
佐
八
幡
神
社
に
伝
わ
る
文
書
「
宇
佐
宮
八
幡
社
御
祭
式
之

事 119

」
に
は
、
九
月
二
十
六
日
の
明
け
方
頃
か
ら
昼
に
か
け
て
「
御
神
幸
行
烈
」
が

行
わ
れ
、
楽
人
や
神
馬
が
付
随
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
資
料
の
「
御

神
幸
行
烈
」
と
、
現
在
の
行
列
浮
立
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
少

な
く
と
も
近
世
の
宇
佐
八
幡
神
社
で
は
九
月
二
十
六
日
に
祭
礼
行
列
が
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
矢
俣
八
幡
神
社
で
は
、 

元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
四
月
十
一
日
か
ら

十
三
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
創
建
二
五
〇
年 12 0
祭
が
行
わ
れ
た
。
少
し
長
く
な
る

が
、
そ
の
内
容
を
引
用
す
る
。

御
祭
式

一
十
一
日
朝
六
時
御
本
社
御
発
輿 

獅
子
ゟ
御
輿
迄
江
口
村
ゟ

獅
子　
二
口

八
人 

 
犀
ノ
毛
 
弐

本

僕
四
人
 
先
箱
 
一

対

僕
四
人

立
笠
 
壱

本

僕
弐
人
 
䑓
笠
 
壱

本

僕
二
人
 
弓
 
弐
■

二
人

鉄
炮
 
二
挺

二
人
  

大
太
鞁（
鼓
）　
壱
簡

三
人
 
笛
但
二
十
■　
二
十
人

上
下
大
小

社
家
 
将

束

（
装
）
 
社
人
 
将
束

（
装
）

 
 

 

御
輿
 
袴

ニ

而     

江
口
・
坂
口
 
両
村
 
日
出
笠

歩
行
 
上
下

大
小
 
座糸
か
い
指
添主

 
小
附
上
下

小
附
上
下
 
小
者
 
長
柄

片
箱
 
合
羽
籠

後
御
供
 
坂
口
村
ゟ

二
十
人
 
何
れ
も
上
下
 
庄
屋
中
 

袴

十
一
日
正
八
ツ
時
、
御
本
社
江
還
御
之
上
御
供
献

 
 

 

附
リ
、
三
日
之
間
御
輿
之
儀
、
松
尾
社
江
飾
り
置

十
二
日　

神
楽 

社
人
方
宿
ニ
而
五
人
神
楽
也

十
三
日 

能
興
行
中
通
安
永

坂
口
・
濱
田
 
間
狂
言
 
西
嶋
村
ゟ

奉
納
之
事

右
三
日
三
夜
三
時
勤
行
、
尤
四
ヶ
之
法
用
也
、
出
仕
之
院
〻
左
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百座
主

蔵
坊
観
晃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚　

養　

坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歓　

行　

坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉　

蔵　

坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実　

行　

坊

図図四四  『『兎兎園園⼩⼩説説』』外外集集巻巻⼆⼆よよりり「「筑筑後後柳柳川川⾵⾵流流祭祭所所⽤⽤獅獅⼦⼦頭頭」」  

 
出典: ⽇本隨筆⼤成編輯部編『⽇本隨筆⼤成』第⼆期第⼆巻、⽇本隨筆⼤成刊⾏會、⼀九⼆⼋、四〇六⾴。 
 
図図五五  『『兎兎園園⼩⼩説説』』巻巻⼗⼗⼆⼆よよりり  「「⾵⾵流流祭祭のの圖圖」」  

 
出典: ⽇本随筆⼤成編輯部編『⽇本随筆⼤成』第⼆期第⼀巻、⽇本随筆⼤成刊⾏会、⼀九⼆⼋、三⼀五⾴。 

図五　 『兎園小説』巻十二より
「風流祭の圖」

出典 :  日本随筆大成編輯部編『日本随筆
大成』第二期第一巻、日本随筆大
成刊行会、一九二八、三一五頁。
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結
論み

や
き
町
は
古
く
か
ら
軍
事
や
交
通
の
要
衝
と
し
て
重
視
さ
れ
、
中
世
に
は
綾
部

城
や
千
栗
城
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
肥
前
一
宮
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
千
栗
八

幡
宮
を
は
じ
め
、
古
く
か
ら
の
八
幡
社
が
多
く
位
置
し
て
お
り
、
近
世
に
は
佐
賀
藩

よ
り
支
援
を
受
け
な
が
ら
存
続
し
た
。
ま
た
、
当
町
の
浮
立
が
継
承
さ
れ
て
い
る
神

社
の
特
徴
と
し
て
、
そ
の
多
く
が
八
幡
社
で
粥
占
や
旗
占
と
い
っ
た
占
い
に
関
与
し

て
い
る
点
、
藩
政
期
に
重
視
さ
れ
経
済
的
な
支
援
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
多
い
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
近
世
の
寺
社
資
料
か
ら
、
浮
立
は
祇
園
祭
や
放
生
会
、
御
神
幸
と
い
っ

た
祭
礼
や
、
祈
祷
の
願
成
就
と
結
び
付
い
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
当

地
に
多
い
大
名
行
列
を
模
し
た
行
列
浮
立
が
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
か
は
不
明

だ
が
、
金
子
が
指
摘
し
た
よ
う
に
佐
賀
藩
に
お
い
て
参
勤
交
代
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
以
降
の
形
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
更
に
、
矢
俣
八
幡
神
社
の
例
か
ら

は
、
幕
末
の
創
建
記
念
祭
に
お
い
て
神
輿
行
列
に
小
規
模
な
奴
振
り
が
付
随
し
て
い

た
こ
と
が
新
た
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。
た
だ
、
大
名
行
列
に
関
係
の
な
い
太
鼓
打
ち

や
も
ら
し
打
ち
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
文
献
に
あ
ら
わ
れ
、
筑
紫
の
風
流
と
の
類
似

点
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
奴
振
り
が
付
随
す
る
以
前
は
大
名
行
列
よ
り

も
太
鼓
を
打
つ
こ
と
が
中
心
で
あ
り
、
祭
礼
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
だ
ろ
う
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ま
ず
み
や
き
町
内
の
浮
立
に
お
け
る
現
在
の
状
況
と
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
浮
立
に
つ
い
て
詳
し
い
調
査

が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
り
現
状
を
ま
と

め
、
個
々
の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
芸
態
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
が
有
す
る
歴
史
や
宗
教
的
側
面
か
ら
も
、
調
査
を
進
め
る

べ
き
だ
ろ
う
。
特
に
筑
後
地
方
を
は
じ
め
と
す
る
隣
接
地
域
と
の
比
較
に
よ
り
、
そ

の
類
似
点
や
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
、
浮
立
の
発
生
や
展
開
に
つ
い
て
様
々
な
角
度

か
ら
分
析
を
進
め
る
予
定
だ
。
今
後
は
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
佐

賀
県
東
部
の
浮
立
が
持
つ
特
徴
や
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
祭
礼
と

祈
祷
の
関
係
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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佐賀県東部の浮立と祭礼──三養基郡みやき町を例として
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結
論み

や
き
町
は
古
く
か
ら
軍
事
や
交
通
の
要
衝
と
し
て
重
視
さ
れ
、
中
世
に
は
綾
部

城
や
千
栗
城
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
肥
前
一
宮
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
千
栗
八

幡
宮
を
は
じ
め
、
古
く
か
ら
の
八
幡
社
が
多
く
位
置
し
て
お
り
、
近
世
に
は
佐
賀
藩

よ
り
支
援
を
受
け
な
が
ら
存
続
し
た
。
ま
た
、
当
町
の
浮
立
が
継
承
さ
れ
て
い
る
神

社
の
特
徴
と
し
て
、
そ
の
多
く
が
八
幡
社
で
粥
占
や
旗
占
と
い
っ
た
占
い
に
関
与
し

て
い
る
点
、
藩
政
期
に
重
視
さ
れ
経
済
的
な
支
援
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
多
い
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
近
世
の
寺
社
資
料
か
ら
、
浮
立
は
祇
園
祭
や
放
生
会
、
御
神
幸
と
い
っ

た
祭
礼
や
、
祈
祷
の
願
成
就
と
結
び
付
い
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
当

地
に
多
い
大
名
行
列
を
模
し
た
行
列
浮
立
が
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
か
は
不
明

だ
が
、
金
子
が
指
摘
し
た
よ
う
に
佐
賀
藩
に
お
い
て
参
勤
交
代
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
以
降
の
形
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
更
に
、
矢
俣
八
幡
神
社
の
例
か
ら

は
、
幕
末
の
創
建
記
念
祭
に
お
い
て
神
輿
行
列
に
小
規
模
な
奴
振
り
が
付
随
し
て
い

た
こ
と
が
新
た
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。
た
だ
、
大
名
行
列
に
関
係
の
な
い
太
鼓
打
ち

や
も
ら
し
打
ち
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
文
献
に
あ
ら
わ
れ
、
筑
紫
の
風
流
と
の
類
似

点
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
奴
振
り
が
付
随
す
る
以
前
は
大
名
行
列
よ
り

も
太
鼓
を
打
つ
こ
と
が
中
心
で
あ
り
、
祭
礼
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
だ
ろ
う
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ま
ず
み
や
き
町
内
の
浮
立
に
お
け
る
現
在
の
状
況
と
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
浮
立
に
つ
い
て
詳
し
い
調
査

が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
り
現
状
を
ま
と

め
、
個
々
の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
芸
態
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
が
有
す
る
歴
史
や
宗
教
的
側
面
か
ら
も
、
調
査
を
進
め
る

べ
き
だ
ろ
う
。
特
に
筑
後
地
方
を
は
じ
め
と
す
る
隣
接
地
域
と
の
比
較
に
よ
り
、
そ

の
類
似
点
や
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
、
浮
立
の
発
生
や
展
開
に
つ
い
て
様
々
な
角
度

か
ら
分
析
を
進
め
る
予
定
だ
。
今
後
は
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
佐

賀
県
東
部
の
浮
立
が
持
つ
特
徴
や
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
祭
礼
と

祈
祷
の
関
係
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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、
一
九
五
八
。

北
茂
安
町
史
話
伝
説
編
集
委
員
会
編
『
北
茂
安
町
の
史
話
伝
説
』
北
茂
安
町
、
一
九
八
三
。

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
三
根
町
史
』
三
根
町
、
一
九
八
四
。

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
佐
賀
県
史
』
上
巻
（
原
始
・
古
代
・
中
世
編
）
一
九
六
八
。

佐
賀
県
立
図
書
館
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
十
編
第
一
巻
、
佐
賀
県
立
図
書
館
、
二
〇
一
〇
。

中
原
町
史
編
纂
委
員
会
『
中
原
町
史
』
上
巻
、
中
原
町
、
一
九
八
二
。

中
原
町
史
編
纂
委
員
会
『
中
原
町
史
』
下
巻
、
中
原
町
、
一
九
八
二
。

（17）

注

 

1　

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
行
わ
れ
た
佐
賀
県
の
民
俗
芸
能
緊
急
調
査
に
お
い
て
、「
神
楽
」
と

称
す
る
も
の
は
神
埼
市
神
埼
町
に
位
置
す
る
櫛
田
宮
の
神
幸
祭
に
て
供
奉
さ
れ
る
獅
子
舞
「
太
神
楽
」

の
み
で
あ
る
。 

 

2　

米
倉
利
昭
「
は
じ
め
に
」 

佐
賀
県
教
育
委
員
会
編
集
『
佐
賀
県
の
民
俗
芸
能
： 

佐
賀
県
民
俗
芸

能
緊
急
調
査
報
告
書
』（
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
、
第
一
四
二
集
）、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
、

一
九
九
九
。 

 

3　

令
和
五
年
八
月
末
現
在
。 「
み
や
き
町
公
式
HP
」（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
九
月
一
日
）

　

U
RL: https://w

w
w
.tow
n.m
iyaki.lg.jp/index.htm

l 

4 　

み
や
き
町
『
第
一
次
み
や
き
町
総
合
計
画 

： 

基
本
構
想
』
み
や
き
町
、
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
三
頁
。U

RL: https://dl.ndl.go.jp/pid/ 12397320 

（
最
終
閲
覧
日
:

二
〇
二
三
年
九
月
十
二
日
） 

 

5 

み
や
き
町
、
同
掲
書
、
三
頁
。 

 

6 

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
か
ら
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
ま
で
の
期
間
で
一
八
三
回
も
の
洪
水

の
記
録
が
あ
り
、
平
均
す
る
と
二
年
に
一
回
以
上
の
ペ
ー
ス
で
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
北
茂
安
町
史
』
北
茂
安
町
、
二
〇
〇
五
、二
一
頁
。 

 

7 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
上
、
一
〇
七
頁
。 

 

8　

秋
本
吉
郎
校
注 『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
第
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
、三
七
七
〜
八
〇
頁
。 

 

9 
 

北
茂
安
町
史
話
伝
説
編
集
委
員
会
編
『
北
茂
安
町
の
史
話
伝
説
』
北
茂
安
町
、
一
九
八
三
、十
六
頁
。 

 

10 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
北
茂
安
町
史
』
北
茂
安
町
、
二
〇
〇
五
、一
四
九
頁
。 

11  

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
二
〇
三
頁
。 

 

12 

特
に
北
部
九
州
地
方
を
中
心
と
し
た
八
幡
信
仰
の
興
隆
に
つ
い
て
は
、
吉
田
扶
起
子
『
脊
振
山
信

仰
の
源
流
―
西
日
本
地
域
を
中
心
と
し
て
―
』（
二
〇
一
四
、
中
国
書
店
）
に
詳
し
い
。 

 

13 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
二
〇
三
頁
。 

 

14 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
二
〇
三
頁
。 

 

15 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
二
〇
三
頁
。 

 

16 

北
茂
安
町
史
話
伝
説
編
集
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
八
〇
頁
。 

 

17 

北
茂
安
町
史
話
伝
説
編
集
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
五
二
頁
。 

 

18 

綾
部
五
城
な
ど
と
呼
ば
れ
た
、
鎮
西
山
城
、
船
隈
城
、
少
弐
山
城
、
白
虎
山
城
、
鷹
取
城
、
宮
山

城
、
臥
牛
城
の
総
称
。
綾
部
城
の
位
置
は
博
多
の
姪
浜
城
と
筑
後
の
高
良
山
城
を
結
ぶ
背
振
峠
の
要

衝
で
あ
り
、
大
宰
府
と
佐
賀
間
の
捷
路
を
押
さ
え
ら
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。 

 

19 

千
栗
八
幡
宮
が
位
置
す
る
丘
陵
地
の
東
側
と
南
側
は
、
旧
筑
後
川
の
浸
食
攻
撃
面
で
急
な
崖
地
で

あ
っ
た
た
め
、
天
然
の
要
塞
と
し
て
千
栗
城
が
置
か
れ
た
。 

 

20 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
三
根
町
史
』
三
根
町
、
一
九
八
四
、一
六
九
頁
。 

 

21 
  

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
七
〇
頁
。 

 
22 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
七
〇
頁
。 

 
23 
三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
七
一
頁
。 

 

24 
 

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
佐
賀
県
史
』
上
巻
（
原
始
・
古
代
・
中
世
編
）
一
九
六
八
、五
八
七

〜
五
九
〇
頁
。 

 

25 

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
五
九
〇
頁
。 

 

26 

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
五
九
〇
頁
。 

佐
賀
県
立
図
書
館
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
十
編
第
四
巻
、
佐
賀
県
立
図
書
館
、
二
〇
一
六
。

松
尾
禎
作
『
佐
賀
の
浮
立
（
郷
土
シ
リ
ー
ズ
： 

一
）』
佐
賀
県
文
化
舘
、
一
九
五
四
。

山
崎
諭
『
肥
前
浮
立
を
た
ず
ね
て
』「
肥
前
浮
立
」
刊
行
委
員
会
、
一
九
七
四
。

米
倉
利
昭
「
日
本
の
民
俗
芸
能
│
四
│
佐
賀
県
」『
芸
能
』
三
三
巻
二
号
、
芸
能
発
行
所
、
一
九
九
一
。

金
子
信
二
「
行
列
浮
立
考
」『
佐
賀
民
俗
学
』
一
七
号
、
佐
賀
民
俗
学
会
、
一
九
九
八
。

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
佐
賀
県
史
』
中
巻
（
近
世
編
）
一
九
六
八
。

金
子
信
二
「
矢
俣
浮
立
」『
佐
賀
民
俗
学
』
七
号
、
佐
賀
民
俗
学
会
、
一
九
八
四
。

志
村
有
弘
、
奥
山
芳
広
編
『
社
寺
縁
起
伝
説
辞
典
』
戎
光
祥
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
〇
九
。

日
本
隨
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
隨
筆
大
成
』
第
二
期
第
二
巻
、
日
本
隨
筆
大
成
刊
行
會
、
一
九
二
八
。

矢
俣
九
洲
男
『
市
川
の
ま
つ
り
―
天
衝
舞
浮
立
―
』
市
川
天
衝
舞
浮
立
保
存
会
、
一
九
七
八
。

日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
第
一
巻
、
日
本
随
筆
大
成
刊
行
会
、
一
九
二
八
。

佐
賀
民
俗
学
会
「
資
料
紹
介
」『
佐
賀
民
俗
学
』
六
号
、
佐
賀
民
俗
学
会
、
一
九
八
三
。
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27 

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
五
九
〇
頁
。 

 
28 
佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
五
九
〇
頁
。 

 

29 
北
茂
安
町
史
話
伝
説
編
集
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
六
頁
。 

 

30 

北
茂
安
町
史
話
伝
説
編
集
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
七
頁
。 

 

31 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
三
〇
頁
。 

 

32 

み
や
き
町
、
同
掲
書
、
三
頁
。 

 

33 

他
に
天
平
年
中
（
七
二
九
〜
四
九
）
説
や
天
平
宝
字
年
中
（
七
五
七
〜
六
五
）
説
も
あ
る
が
、
具

体
的
な
創
建
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
六
二
頁
。 

 

34 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
六
二
頁
。 

 

35 

肥
前
千
栗
八
幡
宮
、
肥
後
藤
崎
宮
、
筑
前
大
分
宮
、
薩
摩
新
田
宮
、
大
隅
正
八
幡
の
五
社
。 

 

36 

佐
賀
県
大
和
町
川
上
に
位
置
す
る
、
現
與
止
日
女
神
社
。
一
宮
相
論
の
際
は
河
上
神
社
の
座
主
・

実
相
院
と
千
栗
八
幡
宮
の
座
主
・
妙
覚
院
が
代
表
と
し
て
争
っ
た
。 

 

37 

北
部
九
州
地
方
に
特
有
の
、
粥
を
カ
ビ
さ
せ
て
農
作
物
の
豊
凶
な
ど
を
占
う
粥
占
が
行
わ
れ
る
。

特
に
千
栗
八
幡
宮
で
は
「
お
粥
試
し
」
と
し
て
鉢
に
盛
ら
れ
た
粥
を
放
置
し
て
肥
前
・
肥
後
・
筑
前
・

筑
後
の
四
等
分
に
し
、
そ
こ
に
現
れ
た
カ
ビ
の
様
子
で
豊
凶
を
占
っ
て
い
る
。
古
く
は
九
州
全
土
を

占
う
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

38 

佐
賀
県
立
図
書
館
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
十
編
第
一
巻
、
佐
賀
県
立
図
書
館
、
二
〇
一
〇
、　

一
三
頁 

 

39 

中
原
町
史
編
纂
委
員
会
『
中
原
町
史
』
上
巻
、
中
原
町
、
一
九
八
二
、二
四
七
頁
。 

 

40 

中
原
町
史
編
纂
委
員
会
、
註
39
に
同
じ
、
二
四
六
〜
四
八
頁
。 

 

41 

編
著
者
・
成
立
年
不
明
だ
が
、
神
代
か
ら
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
ま
で
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

42 

中
原
町
史
編
纂
委
員
会
『
中
原
町
史
』
下
巻
、
中
原
町
、
一
九
八
二
、四
四
五
頁
。 

 

43 
 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
38
に
同
じ
、 

三
七
二
頁
。 

 

44 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
38
に
同
じ
、
三
七
二
頁
。 

 

45 

神
仏
を
安
置
し
た
厨
子
な
ど
の
前
や
上
に
か
け
る
小
さ
な
と
ば
り
の
こ
と
。 

 

46 
 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
38
に
同
じ
、
三
七
三
頁
。 

 

47 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
一
頁
。 

48 
 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
一
頁
。 

 

49 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
一
頁
。 

 

50 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
二
頁
。 

 

51 

元
々
は
二
月
中
の
卯
の
日
の
大
祭
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
郷
社
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
三

根
郡
全
域
を
占
う
。 

 

52 

元
来
は
十
月
十
五
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
旧
三
根
町
の
神
社
で
は
、
十
月
二
十
日
に
近

い
日
曜
日
を
中
心
に
秋
の
祭
礼
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

 

53 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
二
〜
三
頁
。 

 

54 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
二
八
頁
。 

 

55 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
四
〜
五
頁
。 

 

56 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
五
頁
。 

 

57 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
六
〜
七
頁
。 

 

58 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
八
頁
。 

 

59 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
五
〜
六
頁
。 

 

60 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
六
頁
。 

 

61 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
上
、
一
〇
〇
八
。 

 

62 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
八
〜
九
頁
。 

 

63 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
九
頁
。 

64 
  

佐
賀
県
立
図
書
館
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
十
編
第
四
巻
、
佐
賀
県
立
図
書
館
、
二
〇
一
六
、　

三
七
二
頁
。 

65  

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
一
〇
頁
。 

 

66 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
二
九
頁
。 

67  

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
七
二
頁
。 

 

68 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
七
二
頁
。 

69 
 

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
に
は
龍
造
寺
氏
が
神
埼
郡
の
崎
村
城
主
で
あ
っ
た
犬
塚
氏
を
配
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
中
津
隈
城
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
犬
塚
氏
は
天
正

十
二
年
（
一
五
八
四
）
か
ら
の
龍
造
寺
氏
衰
退
に
伴
い
鍋
島
氏
に
仕
え
、
初
代
藩
主
・
勝
茂
の
子
で

あ
る
元
茂
が
小
城
支
藩
に
封
じ
ら
れ
る
と
共
に
中
津
隈
か
ら
去
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
津
隈
城
は

廃
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
三
九
八
〜
四
〇
〇
頁
。 

（19）

 

70 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
七
二
頁
。 

 

71 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
七
二
頁
。 

 

72 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
七
三
頁
。 

 

73 
 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
64
に
同
じ
、
五
頁
。 

 

74 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
64
に
同
じ
、
五
頁
。 

 

75 

現
み
や
き
町
大
字
西
島
に
位
置
す
る
西
乃
宮
八
幡
神
社
。
旧
三
根
郡
の
総
社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
。 

76 
  

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
64
に
同
じ
、
十
四
頁
。 

 

77 
 

松
尾
禎
作
『
佐
賀
の
浮
立
（
郷
土
シ
リ
ー
ズ
： 

一
）』
佐
賀
県
文
化
舘
、
一
九
五
四
。 

78  
 

山
崎
諭
『
肥
前
浮
立
を
た
ず
ね
て
』「
肥
前
浮
立
」
刊
行
委
員
会
、
一
九
七
四
。 

 

79 

米
倉
利
昭
「
日
本
の
民
俗
芸
能
│
四
│
佐
賀
県
」『
芸
能
』
三
三
巻
二
号
、
芸
能
発
行
所
、

一
九
九
一
。 

 

80 

米
倉
利
昭
、
同
掲
書
、
四
一
頁
。 

 

81 
 

金
子
信
二
「
行
列
浮
立
考
」『
佐
賀
民
俗
学
』
十
七
号
、
佐
賀
民
俗
学
会
、
一
九
九
八
、五
〇
頁
。 

 

82 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
五
二
頁
。 

 

83 

原
文
で
は
「
南
茂
安
村
矢
俣
八
幡
及
び
西
島
八
幡
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
西
島
八
幡
は
大
字
西

島
に
位
置
す
る
西
乃
宮
八
幡
神
社
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
現
在
使
わ
れ
て
い
る
西
乃
宮
八
幡

神
社
と
表
記
し
た
。 

 

84 

山
崎
諭
、
同
掲
書
、
二
三
九
頁
。 

 

85 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
四
九
頁
。 

 

86 

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
佐
賀
県
史
』
中
巻
（
近
世
編
）
一
九
六
八
、七
六
頁
。 

 

87 

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
註
86
に
同
じ
、
七
六
頁
。 

88  

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
四
九
頁
。 

 

89 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
六
五
頁
。 

 

90 

米
倉
利
昭
、
同
掲
書
、
四
一
頁
。 

91 
 

長
方
形
の
箱
に
担
ぎ
棒
が
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
箱
に
は
大
名
や
神
社
の
紋
が
つ
け
て
あ
る
こ
と

が
多
い
。
元
々
は
衣
類
を
入
れ
る
た
め
の
箱
。 

 

92 

羽
熊
、
白
熊
、
し
ゃ
ー
の
毛
、
さ
い
の
毛
（
犀
の
毛
）、
鳥
毛
な
ど
と
呼
ば
れ
、
長
い
柄
の
先
に
円

盤
を
取
り
付
け
、
そ
こ
に
動
物
な
ど
の
毛
を
付
け
て
槍
を
模
し
た
道
具
。
二
人
一
組
で
こ
れ
を
投
げ

渡
す
こ
と
で
芸
が
競
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
も
一
部
の
地
域
で
投
げ
渡
し
が
残
っ
て
い
る
。 

 

93 

鉄
砲
の
形
状
に
似
せ
た
木
製
の
も
の
が
多
く
、
袋
に
入
れ
た
も
の
を
持
ち
所
作
を
行
う
。 

 

94 

弓
と
矢
を
持
っ
て
歩
く
も
の
で
、
破
魔
矢
の
飾
り
物
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

95 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
五
二
頁
。 

 

96 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
六
三
頁
。 

 

97 

伊
万
里
の
陶
磁
器
問
屋
を
営
ん
で
い
た
前
川
家
の
私
的
な
日
記
で
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）

か
ら
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

98 
 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
六
四
頁
。 

 

99 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
六
四
頁
。 

 

100 
  

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
五
二
頁
。 

 

101 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
五
二
頁
。 

 

102 
 

金
子
信
二
「
矢
俣
浮
立
」『
佐
賀
民
俗
学
』
七
号
、
佐
賀
民
俗
学
会
、
一
九
八
四
、六
四
〜
七
七
頁
。 

 

103 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
38
に
同
じ
、
三
七
二
頁
。 

 

104　

 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
二
九
頁
。 

 

105　

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
三
〇
頁
。 

 

106　

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
三
一
頁
。 

 

107　

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
三
一
頁
。 

 

108　

清
水
寺
は
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
に
始
ま
り
、
延
暦
十
七
年
（
七
九
八
）
に
坂
上
田
村
麻
呂
が
自

宅
を
仏
殿
と
し
て
寄
進
し
た
こ
と
で
、
本
格
的
な
創
建
が
な
さ
れ
た
。
田
村
麻
呂
が
東
征
の
際
に
、

観
音
の
化
身
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
と
毘
沙
門
天
の
助
力
に
よ
り
勝
利
し
た
こ
と
か
ら
、
本
尊
を
十
一
面

四
十
二
臂
千
手
観
音
、
脇
侍
を
地
蔵
菩
薩
と
毘
沙
門
天
と
し
た
と
い
う
。

 　
　

武
田
昌
憲
「
清
水
寺
」
志
村
有
弘
、
奥
山
芳
広
編
『
社
寺
縁
起
伝
説
辞
典
』
戎
光
祥
出
版
株
式
会
社
、

二
〇
〇
九
、一
五
三
頁
。 

 

109 

金
子
信
二
、
註

102
に
同
じ
、
七
二
頁
。 

 

110 

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
成
立
し
た
随
筆
集
。
滝
沢
解
（
曲
亭
馬
琴
）
が
主
催
し
た
兎
園
会
の

記
録
や
、
そ
こ
で
発
表
さ
れ
た
江
戸
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
の
奇
談
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
全
十
二

巻
の
他
に
、
外
集
・
別
集
・
余
録
な
ど
の
九
巻
が
あ
る
。 

 

111 
 

日
本
隨
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
隨
筆
大
成
』
第
二
期
第
二
巻
、
日
本
隨
筆
大
成
刊
行
會
、

一
九
二
八
、二
九
五
〜
九
六
頁
。 

 

112 

本
文
で
は
「
水
田
八
幡
宮
」
と
あ
る
が
、
稚
児
風
流
が
継
承
さ
れ
て
い
る
の
は
「
水
田
天
満
宮
」
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27 

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
五
九
〇
頁
。 

 

28 

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
五
九
〇
頁
。 

 

29 

北
茂
安
町
史
話
伝
説
編
集
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
六
頁
。 

 

30 

北
茂
安
町
史
話
伝
説
編
集
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
七
頁
。 

 

31 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
三
〇
頁
。 

 

32 

み
や
き
町
、
同
掲
書
、
三
頁
。 

 

33 

他
に
天
平
年
中
（
七
二
九
〜
四
九
）
説
や
天
平
宝
字
年
中
（
七
五
七
〜
六
五
）
説
も
あ
る
が
、
具

体
的
な
創
建
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
六
二
頁
。 

 

34 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
六
二
頁
。 

 

35 

肥
前
千
栗
八
幡
宮
、
肥
後
藤
崎
宮
、
筑
前
大
分
宮
、
薩
摩
新
田
宮
、
大
隅
正
八
幡
の
五
社
。 

 

36 

佐
賀
県
大
和
町
川
上
に
位
置
す
る
、
現
與
止
日
女
神
社
。
一
宮
相
論
の
際
は
河
上
神
社
の
座
主
・

実
相
院
と
千
栗
八
幡
宮
の
座
主
・
妙
覚
院
が
代
表
と
し
て
争
っ
た
。 

 

37 

北
部
九
州
地
方
に
特
有
の
、
粥
を
カ
ビ
さ
せ
て
農
作
物
の
豊
凶
な
ど
を
占
う
粥
占
が
行
わ
れ
る
。

特
に
千
栗
八
幡
宮
で
は
「
お
粥
試
し
」
と
し
て
鉢
に
盛
ら
れ
た
粥
を
放
置
し
て
肥
前
・
肥
後
・
筑
前
・

筑
後
の
四
等
分
に
し
、
そ
こ
に
現
れ
た
カ
ビ
の
様
子
で
豊
凶
を
占
っ
て
い
る
。
古
く
は
九
州
全
土
を

占
う
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

38 

佐
賀
県
立
図
書
館
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
十
編
第
一
巻
、
佐
賀
県
立
図
書
館
、
二
〇
一
〇
、　

一
三
頁 

 

39 

中
原
町
史
編
纂
委
員
会
『
中
原
町
史
』
上
巻
、
中
原
町
、
一
九
八
二
、二
四
七
頁
。 

 

40 

中
原
町
史
編
纂
委
員
会
、
註
39
に
同
じ
、
二
四
六
〜
四
八
頁
。 

 

41 

編
著
者
・
成
立
年
不
明
だ
が
、
神
代
か
ら
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
ま
で
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

42 

中
原
町
史
編
纂
委
員
会
『
中
原
町
史
』
下
巻
、
中
原
町
、
一
九
八
二
、四
四
五
頁
。 

 

43 
 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
38
に
同
じ
、 

三
七
二
頁
。 

 

44 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
38
に
同
じ
、
三
七
二
頁
。 

 

45 

神
仏
を
安
置
し
た
厨
子
な
ど
の
前
や
上
に
か
け
る
小
さ
な
と
ば
り
の
こ
と
。 

 

46 
 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
38
に
同
じ
、
三
七
三
頁
。 

 

47 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
一
頁
。 

48 
 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
一
頁
。 

 

49 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
一
頁
。 

 

50 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
二
頁
。 

 

51 

元
々
は
二
月
中
の
卯
の
日
の
大
祭
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
郷
社
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
三

根
郡
全
域
を
占
う
。 

 

52 

元
来
は
十
月
十
五
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
旧
三
根
町
の
神
社
で
は
、
十
月
二
十
日
に
近

い
日
曜
日
を
中
心
に
秋
の
祭
礼
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

 

53 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
二
〜
三
頁
。 

 

54 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
二
八
頁
。 

 

55 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
四
〜
五
頁
。 

 

56 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
五
頁
。 

 

57 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
六
〜
七
頁
。 

 

58 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
八
頁
。 

 

59 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
五
〜
六
頁
。 

 

60 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
六
頁
。 

 

61 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
上
、
一
〇
〇
八
。 

 

62 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
八
〜
九
頁
。 

 

63 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
〇
九
頁
。 

64 
  

佐
賀
県
立
図
書
館
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
十
編
第
四
巻
、
佐
賀
県
立
図
書
館
、
二
〇
一
六
、　

三
七
二
頁
。 

65  

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
〇
一
〇
頁
。 

 

66 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
二
九
頁
。 

67  

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
七
二
頁
。 

 

68 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
七
二
頁
。 

69 
 

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
に
は
龍
造
寺
氏
が
神
埼
郡
の
崎
村
城
主
で
あ
っ
た
犬
塚
氏
を
配
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
中
津
隈
城
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
犬
塚
氏
は
天
正

十
二
年
（
一
五
八
四
）
か
ら
の
龍
造
寺
氏
衰
退
に
伴
い
鍋
島
氏
に
仕
え
、
初
代
藩
主
・
勝
茂
の
子
で

あ
る
元
茂
が
小
城
支
藩
に
封
じ
ら
れ
る
と
共
に
中
津
隈
か
ら
去
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
津
隈
城
は

廃
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
三
九
八
〜
四
〇
〇
頁
。 

（19）

 
70 

北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
七
二
頁
。 

 
71 
北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
七
二
頁
。 

 

72 
北
茂
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
二
七
三
頁
。 

 

73 
 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
64
に
同
じ
、
五
頁
。 

 

74 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
64
に
同
じ
、
五
頁
。 

 

75 

現
み
や
き
町
大
字
西
島
に
位
置
す
る
西
乃
宮
八
幡
神
社
。
旧
三
根
郡
の
総
社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
。 

76 
  

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
64
に
同
じ
、
十
四
頁
。 

 

77 
 

松
尾
禎
作
『
佐
賀
の
浮
立
（
郷
土
シ
リ
ー
ズ
： 

一
）』
佐
賀
県
文
化
舘
、
一
九
五
四
。 

78  
 

山
崎
諭
『
肥
前
浮
立
を
た
ず
ね
て
』「
肥
前
浮
立
」
刊
行
委
員
会
、
一
九
七
四
。 

 

79 

米
倉
利
昭
「
日
本
の
民
俗
芸
能
│
四
│
佐
賀
県
」『
芸
能
』
三
三
巻
二
号
、
芸
能
発
行
所
、

一
九
九
一
。 

 

80 

米
倉
利
昭
、
同
掲
書
、
四
一
頁
。 

 

81 
 

金
子
信
二
「
行
列
浮
立
考
」『
佐
賀
民
俗
学
』
十
七
号
、
佐
賀
民
俗
学
会
、
一
九
九
八
、五
〇
頁
。 

 

82 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
五
二
頁
。 

 

83 

原
文
で
は
「
南
茂
安
村
矢
俣
八
幡
及
び
西
島
八
幡
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
西
島
八
幡
は
大
字
西

島
に
位
置
す
る
西
乃
宮
八
幡
神
社
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
現
在
使
わ
れ
て
い
る
西
乃
宮
八
幡

神
社
と
表
記
し
た
。 

 

84 

山
崎
諭
、
同
掲
書
、
二
三
九
頁
。 

 

85 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
四
九
頁
。 

 

86 

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
佐
賀
県
史
』
中
巻
（
近
世
編
）
一
九
六
八
、七
六
頁
。 

 

87 

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
註
86
に
同
じ
、
七
六
頁
。 

88  

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
四
九
頁
。 

 

89 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
六
五
頁
。 

 

90 

米
倉
利
昭
、
同
掲
書
、
四
一
頁
。 

91 
 

長
方
形
の
箱
に
担
ぎ
棒
が
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
箱
に
は
大
名
や
神
社
の
紋
が
つ
け
て
あ
る
こ
と

が
多
い
。
元
々
は
衣
類
を
入
れ
る
た
め
の
箱
。 

 

92 

羽
熊
、
白
熊
、
し
ゃ
ー
の
毛
、
さ
い
の
毛
（
犀
の
毛
）、
鳥
毛
な
ど
と
呼
ば
れ
、
長
い
柄
の
先
に
円

盤
を
取
り
付
け
、
そ
こ
に
動
物
な
ど
の
毛
を
付
け
て
槍
を
模
し
た
道
具
。
二
人
一
組
で
こ
れ
を
投
げ

渡
す
こ
と
で
芸
が
競
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
も
一
部
の
地
域
で
投
げ
渡
し
が
残
っ
て
い
る
。 

 

93 

鉄
砲
の
形
状
に
似
せ
た
木
製
の
も
の
が
多
く
、
袋
に
入
れ
た
も
の
を
持
ち
所
作
を
行
う
。 

 

94 

弓
と
矢
を
持
っ
て
歩
く
も
の
で
、
破
魔
矢
の
飾
り
物
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

95 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
五
二
頁
。 

 

96 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
六
三
頁
。 

 

97 

伊
万
里
の
陶
磁
器
問
屋
を
営
ん
で
い
た
前
川
家
の
私
的
な
日
記
で
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）

か
ら
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

98 
 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
六
四
頁
。 

 

99 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
六
四
頁
。 

 

100 
  

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
五
二
頁
。 

 

101 

金
子
信
二
、
註
81
に
同
じ
、
五
二
頁
。 

 

102 
 

金
子
信
二
「
矢
俣
浮
立
」『
佐
賀
民
俗
学
』
七
号
、
佐
賀
民
俗
学
会
、
一
九
八
四
、六
四
〜
七
七
頁
。 

 

103 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
38
に
同
じ
、
三
七
二
頁
。 

 

104　

 

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
二
九
頁
。 

 

105　

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
三
〇
頁
。 

 

106　

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
三
一
頁
。 

 

107　

三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
三
一
頁
。 

 

108　

清
水
寺
は
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
に
始
ま
り
、
延
暦
十
七
年
（
七
九
八
）
に
坂
上
田
村
麻
呂
が
自

宅
を
仏
殿
と
し
て
寄
進
し
た
こ
と
で
、
本
格
的
な
創
建
が
な
さ
れ
た
。
田
村
麻
呂
が
東
征
の
際
に
、

観
音
の
化
身
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
と
毘
沙
門
天
の
助
力
に
よ
り
勝
利
し
た
こ
と
か
ら
、
本
尊
を
十
一
面

四
十
二
臂
千
手
観
音
、
脇
侍
を
地
蔵
菩
薩
と
毘
沙
門
天
と
し
た
と
い
う
。

 　
　

武
田
昌
憲
「
清
水
寺
」
志
村
有
弘
、
奥
山
芳
広
編
『
社
寺
縁
起
伝
説
辞
典
』
戎
光
祥
出
版
株
式
会
社
、

二
〇
〇
九
、一
五
三
頁
。 

 

109 

金
子
信
二
、
註

102
に
同
じ
、
七
二
頁
。 

 
110 

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
成
立
し
た
随
筆
集
。
滝
沢
解
（
曲
亭
馬
琴
）
が
主
催
し
た
兎
園
会
の

記
録
や
、
そ
こ
で
発
表
さ
れ
た
江
戸
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
の
奇
談
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
全
十
二

巻
の
他
に
、
外
集
・
別
集
・
余
録
な
ど
の
九
巻
が
あ
る
。 

 

111 
 

日
本
隨
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
隨
筆
大
成
』
第
二
期
第
二
巻
、
日
本
隨
筆
大
成
刊
行
會
、

一
九
二
八
、二
九
五
〜
九
六
頁
。 

 

112 

本
文
で
は
「
水
田
八
幡
宮
」
と
あ
る
が
、
稚
児
風
流
が
継
承
さ
れ
て
い
る
の
は
「
水
田
天
満
宮
」



79

佐賀県東部の浮立と祭礼──三養基郡みやき町を例として
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で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
天
満
宮
と
記
し
た
。 

 
113 
金
子
信
二
、
註

102
に
同
じ
、
七
一
頁
。 

 

114 
三
根
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
同
掲
書
、
一
一
二
八
頁
。 

 

115 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
64
に
同
じ
、
二
四
三
〜
四
四
頁
。 

 

116　

締
太
鼓
（
鞨
鼓
）
を
打
つ
人
の
こ
と
。
現
在
は
「
も
り
ゃ
ー
し
」、「
も
ら
い
し
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、

締
太
鼓
を
置
い
て
打
つ
場
合
と
、
身
に
付
け
て
打
つ
場
合
が
あ
る
。 

 

117 

特
に
天
衝
舞
（
玄
蕃
一
流
）
浮
立
の
伝
書
に
は
女
性
も
の
の
帯
で
飾
っ
た
傘
鉾
を
用
い
る
と
い
っ

た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
現
在
も
市
川
の
天
衝
舞
浮
立
で
は
留
袖
を
着
せ
丸
帯
を
巻

い
た
傘
鉾
が
使
用
さ
れ
る
。

 
 

矢
俣
九
洲
男
『
市
川
の
ま
つ
り
―
天
衝
舞
浮
立
―
』
市
川
天
衝
舞
浮
立
保
存
会
、
一
九
七
八
、六
五
〜

七
二
頁
。 

 

118 
 

日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
第
一
巻
、
日
本
随
筆
大
成
刊
行
会
、

一
九
二
八
、三
一
三
〜
一
五
。 

 

119 

年
代
は
不
明
だ
が
「
子
三
月
」
に
「
宇
佐
宮
社
人
」
で
あ
っ
た
「
都
渡
若
狭
」
と
い
う
人
物
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
祭
礼
の
際
に
警
固
を
派
遣
し
て
お
り
、「
御
代
官
」「
御
代
参
」
と
い
う

文
言
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
の
成
立
か
と
思
わ
れ
る
。

　

佐
賀
民
俗
学
会
「
資
料
紹
介
」『
佐
賀
民
俗
学
』
六
号
、
佐
賀
民
俗
学
会
、
一
九
八
三
、五
八
頁
。 

 

120 

前
述
し
た
通
り
、
当
神
社
は
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
に
創
建
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
現
在
の
鎮
座
場
所
で
あ
る
現
大
字
天
建
寺
に
遷
座
さ
れ
た
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
を
創

建
と
し
て
、
二
五
〇
年
と
数
え
て
い
る
。 

 

121 
 

佐
賀
県
立
図
書
館
、
註
64
に
同
じ
、
七
八
六
〜
八
七
頁
。 




